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説論

は
じ
め
に

判
例
は
、
周
知
の
通
り
、
大
審
院
時
代
か
ら
一
貫
し
て
時
効
の
援
用
権
者
は
時
効
に
よ
り
「
直
接
」
利
益
を
受
け
る
者
で
あ
る
と
の
一
般

的
基
準
を
堅
持
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
狭
す
ぎ
る
と
の
学
説
の
批
判
に
応
じ
て
か
、
最
高
裁
は
援
用
権
者
の
具
体
的
範
囲
を
拡
大
し
つ
つ

あ
る
。
し
か
し
、
最
高
裁
の
判
例
に
も
援
用
権
を
否
定
し
た
も
の
が
あ
り
、
ま
た
、
何
よ
り
も
、
判
例
が
い
う
「
直
接
」
と
「
間
接
」
を
区

別
す
る
基
準
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
今
後
、
判
例
が
ど
こ
ま
で
援
用
権
者
の
範
囲
を
拡
大
し
て
い
く
か
は
予
想
し
難
い
も
の
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
学
説
は
実
に
多
彩
で
あ
り
、
通
説
的
地
位
は
な
お
流
動
的
で
あ
る
。
本
稿
は
、
か
よ
う
な
判
例
・
学
説
の
状
況
に
か
ん
が
み
、
改
め

て
従
来
の
判
例
・
学
説
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
一
つ
の
新
た
な
考
え
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
援
用
権
者
の
範
囲
の
問
題
は
、
い
か
な
る
者
が
民
法
一
四
五
条
に
い
う
当
事
者
に
含
ま
れ
る
か
と
い
う
問
題
と
し
て
論
じ
ら

れ
て
き
日
r

ま
た
、
判
例
の
多
く
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
同
条
に
い
う
当
事
者
と
は
時
効
に
よ
り
「
直
接
利
益
を
受
け
る
者
」
で
あ
る
と

い
う
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
、
簡
略
化
の
た
め
、
民
法
一
四
五
条
に
い
う
当
事
者
を
「
当
事
者
」
と
記
し
、
判
例
の
用
語
と
区
別
す
る

た
め
に
、
時
効
の
効
果
が
発
生
す
れ
ば
法
律
上
の
利
益
を
受
け
る
者
の
う
ち
、
取
得
時
効
完
成
の
要
件
を
満
た
し
た
占
有
者
や
消
滅
時
効
が

完
成
し
た
権
利
の
相
手
方
を
「
直
接
の
当
事
者
L

、
そ
れ
以
外
の
者
を
「
第
三
者
」
と
記
す
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
比
較
法
的
考
察

ま
で
お
こ
な
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
は
、
他
日
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。

(1)
民
法
一
四
五
条
と
援
用
権
者
の
範
囲
の
問
題
の
解
釈
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
援
用
権
者
の
範
囲
の
問
題
は
い
か
な
る
者
が
一
四
五
条
の
当
事
者

に
含
ま
れ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
不
正
確
な
場
合
が
あ
り
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
一
方
で
、
実
体
法
的
援
用
に
よ
り
時
効
の
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効
果
は
発
生
す
る
が
、
時
効
に
基
づ
く
裁
判
を
す
る
に
は
改
め
て
訴
訟
法
的
援
用
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
実
体
法
的
援
用
と
訴
訟
法
的
援
用
と

で
援
用
権
者
の
範
囲
は
異
な
る
と
解
し
(
四
宮
和
夫
『
民
法
総
則
第
四
版
』
(
弘
文
堂
、
昭
和
六
一
年
)
三
二
四
頁
参
照
)
、
他
方
で
、
民
法
一
四

五
条
は
裁
判
手
続
規
定
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
同
条
の
当
事
者
と
は
訴
訟
当
事
者
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
解
す
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。

起
草
者
の
考
え

時効の援用権者

民
法
一
四
五
条
は
、
旧
民
法
証
拠
編
九
六
条
一
項
(
「
判
事
ハ
職
権
ヲ
以
テ
時
効
ヨ
リ
生
ス
ル
請
求
又
ハ
抗
弁
ノ
方
法
ヲ
補
足
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
ス
時
効
ハ
其
条
件
ノ
成
就
シ
タ
ル
カ
為
メ
利
益
ヲ
受
ク
ル
者
ヨ
リ
之
ヲ
援
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
)
に
由
来
す
る
が
、
同
編
九
三
条
一
項
の

「
時
効
ハ
総
テ
ノ
人
ヨ
リ
之
ヲ
援
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
の
規
定
(
ち
な
み
に
、
こ
の
規
定
の
母
法
と
み
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
二
二
二
五

条
は
、
「
債
権
者
そ
の
他
時
効
の
完
成
に
利
益
を
有
す
る
総
て
の
者
は
、
債
務
者
ま
た
は
所
有
者
が
時
効
の
利
益
を
放
棄
し
た
場
合
で
も
な
お

時
効
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
L

と
規
定
す
る
)
は
現
行
民
法
で
は
削
除
さ
れ
た
。
法
典
調
査
会
に
お
け
る
梅
博
士
の
説
明
に
よ
る
と
、

「
誰
レ
デ
モ
援
用
ガ
出
来
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
言
ハ
ヌ
デ
モ
知
レ
タ
コ
ト
」
だ
か
ら
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
こ
の
説
明
か
ら
す
る
と
、

時
効
の
章
の
起
草
を
担
当
し
た
と
み
ら
れ
る
梅
博
士
に
は
「
当
事
者
L

の
範
囲
を
限
定
す
る
考
え
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

富
井
博
士
は
、
教
科
書
に
お
い
て
、
「
当
事
者
」
を
「
時
効
ノ
完
成
ニ
因
リ
テ
直
説
ニ
利
益
ヲ
受
ク
ル
者
」
と
そ
の
「
承
継
人
」
に
限
っ
て
い

る
。
例
と
し
て
、
当
事
者
の
債
権
者
は
「
承
継
人
L

で
は
な
い
の
で
援
用
権
な
し
と
す
る
よ
う
で
あ
る
(
た
だ
し
、
債
権
者
代
位
権
に
基
づ

く
援
用
は
認
め
る
)
が
、
し
か
し
、
保
証
人
に
つ
い
て
は
主
た
る
債
務
の
消
滅
時
効
の
援
用
を
認
め
て
お
り
、
は
た
し
て
ど
の
程
度
限
定
す

る
考
え
で
あ
っ
た
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

(
1
)
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
一

(
日
本
近
代
資
科
叢
書
1
)
』
(
商
事
法
務
研
究
会
、
昭
和
五
八
年
)
四
一
六
頁
に
、
「
之
ハ
既
成
法
典
証
拠
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説

編
第
九
十
六
条
ノ
第
一
項
ト
同
ジ
意
味
デ
ア
リ
マ
ス
、
文
章
ヲ
少
シ
簡
単
ニ
シ
タ
丈
ケ
ノ
コ
ト
デ
少
シ
モ
変
ハ
ラ
ヌ
積
リ
デ
ア
リ
マ
ス
」
〈
梅
〉
と

あ
る
。

(
2
)
前
掲
速
記
録
(
注
1
)
四一

O
頁
。
そ
の
た
め
か
、
梅
謙
次
郎
『
訂
正
増
補
民
法
要
義
巻
之
一
総
則
編
』
(
有
斐
閣
、
昭
和
五
九
年
〈
明
治
四
四

年
版
完
全
復
刻
版
〉
)
の
一
四
五
条
の
説
明
(
三
七
三
ー
ー
五
頁
)
で
は
、
援
用
権
者
の
範
囲
に
つ
い
て
は
特
に
述
べ
て
い
な
い
。
な
お
、
旧
民
法
証

拠
編
九
七
条
(
「
時
効
ヲ
援
用
ス
ル
ニ
利
益
ヲ
有
ス
ル
当
事
者
ノ
総
テ
ノ
承
継
人
ハ
或
ハ
原
告
ト
為
リ
或
ハ
被
告
ト
為
リ
其
当
事
者
ノ
権
ニ
基
キ

テ
時
効
ヲ
援
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
[
改
行
]
債
権
者
ハ
財
産
編
第
三
百
三
十
九
条
[
債
権
者
代
位
権
の
規
定
]
一
一
従
ヒ
テ
右
ト
同
一
ノ
権
利
ヲ
有
ス
」
)

も
、
「
寒
三
一
一
一
回
ハ
ズ
ト
モ
知
レ
タ
明
カ
ナ
事
デ
ア
ッ
テ
承
継
人
ト
一
玄
フ
モ
ノ
ハ
当
事
者
ノ
権
利
ヲ
承
継
グ
者
デ
ア
ル
カ
ラ
当
事
者
ノ
持
ツ
テ
居
ツ

タ
時
効
ノ
権
利
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
矢
張
リ
承
継
人
ガ
承
継
グ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
別
ニ
疑
ヒ
ナ
イ
コ
ト
ト
考
へ
マ
シ
タ
」
(
前
掲
速
記
録
(
注
1
)
四
一
一

頁
〈
梅
〉
)
と
の
理
由
で
、
同
編
一

O
三
条
(
「
債
権
者
ハ
其
権
利
ヲ
詐
害
シ
テ
債
務
者
ノ
為
シ
タ
ル
時
効
ノ
放
棄
ニ
対
シ
テ
ハ
財
産
編
第
三
百
四

十
条
以
下
[
廃
罷
訴
権
(
債
権
者
取
消
権
)
の
規
定
]
ニ
定
メ
タ
ル
条
件
及
ヒ
方
法
ニ
従
ヒ
自
己
ノ
名
ヲ
以
テ
之
ヲ
攻
撃
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
)
は
、

「
廃
罷
訴
権
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
第
三
編
ニ
規
定
ニ
ナ
ル
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
其
処
ノ
規
定
カ
ラ
自
然
ニ
出
テ
来
ル
結
果
デ
ア
ッ
テ
特
ニ
此
時
効

ニ
付
テ
規
定
ス
ル
ヲ
要
セ
ヌ
事
柄
ト
思
ヒ
マ
シ
[
タ
]
」
(
前
掲
速
記
録
(
注
1
)
四
一
八
頁
〈
梅
〉
)
と
の
理
由
で
削
除
さ
れ
た
(
民
法
一
四
五
条

と
旧
民
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
内
池
・
本
文
後
掲
(
判
例
〔
凹
〕
の
評
釈
)
七
六
六
|
七
頁
が
詳
し
い
)
。
こ
れ
ら
旧
民
法
の
諸
規
定
は
援
用

権
者
を
広
く
認
め
る
も
の
で
あ
り
(
無
制
限
説
か
)
、
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
に
も
援
用
権
者
の
範
囲
を
制
限
す
る
考
え
は
特
に
見
当
た
ら
な
い
(
回
。
2
‘

8
3ロ
同
門
戸
司
『

&
2
己
巾
打
。
巳
巾
丘
三
-
℃
。
ロ
ニ
同
自
立
足
門
宮
』
白
句
。
P
白
R
。
g匂
白
関
口
市
円
ロ
ロ

g
E
S
S
E
-
Z
L・印
L
∞
∞
少
ロ
O
N
E
-
N
2
2
凹
・
)
。
そ

こ
で
、
星
野
教
授
は
、
「
ボ
ア
ソ
ナ
1
ド
は
、
消
滅
時
効
と
は
、
弁
済
し
た
が
そ
の
証
拠
を
有
し
な
い
債
務
者
を
保
護
す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
い

た
か
ら
、
誰
で
も
援
用
で
き
る
と
し
な
け
れ
ば
、
趣
旨
は
貫
か
れ
な
い
わ
け
で
」
あ
り
(
星
野
英
一
・
本
文
後
掲
(
判
例
〔
四
〕
の
評
釈
)
一
三

八
三
頁
)
、
援
用
権
者
を
広
く
し
た
旧
民
法
の
規
定
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
の
時
効
を
権
利
取
得
・
義
務
消
滅
の
「
推
定
」
と
す
る
法
律
構
成
か
ら
演

縛
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
(
星
野
「
時
効
に
関
す
る
覚
書
そ
の
存
在
理
由
を
中
心
と
し
て
|
」
『
民
法
論
集
第
四
巻
』
(
有
斐
閣
、
昭
和
五
三

年
)
一
九
七
八
頁
〈
本
論
文
は
法
学
協
会
雑
誌
八
六
巻
(
昭
和
四
四
年
)
六
号
・
八
号
、
八
九
巻
(
昭
和
四
七
年
)
一
号
、
九

O
巻
(
昭
和
四

九
年
)
六
号
に
掲
載
〉
)
と
し
つ
つ
、
「
し
か
し
、
民
法
の
時
効
制
度
の
旧
民
法
の
そ
れ
と
の
つ
な
が
り
は
、
一
義
的
に
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
っ

て
、
こ
こ
で
は
沿
革
が
十
分
な
根
拠
に
な
ら
な
い
」
と
い
わ
れ
る
(
星
野
・
本
文
後
掲
(
判
例
〔
四
〕
の
評
釈
)
一
三
八
四
頁
)
。

(
3
)
梅
博
士
は
、
法
典
調
査
会
に
お
い
て
時
効
の
章
の
冒
頭
説
明
を
初
め
全
条
文
の
説
明
を
担
当
し
、
質
疑
に
対
し
て
も
専
ら
答
え
て
い
る
(
前
掲

Z命
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速
記
録
(
注
1
)
四
O
六
頁
以
下
参
照
)
。
ま
た
、
第
九
回
帝
国
議
会
衆
議
院
民
法
中
修
正
案
委
員
会
に
お
い
て
も
時
効
の
章
の
説
明
を
担
当
し
て

い
る
(
同
委
員
会
速
記
録
[
広
中
俊
雄
編
著
『
第
九
回
帝
国
議
会
の
民
法
審
議
』
(
有
斐
閣
、
昭
和
六
一
年
)
所
収
の
復
刻
版
]
四
四
頁
以
下
参
照
)

こ
と
か
ら
、
時
効
の
章
は
梅
博
士
が
主
と
し
て
起
草
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
福
島
正
夫
編
『
明
治
民
法
の
制
定
と
穂
積
文

書
』
(
民
法
成
立
過
程
研
究
会
、
昭
和
三
一
年
)
五
三
頁
も
参
照
。

(4)
富
井
政
章
『
訂
正
増
補
民
法
原
論
第
一
巻
総
論
』
(
有
斐
閣
、
昭
和
六

O
年
〈
大
正
一
一
年
合
冊
版
完
全
復
刻
版
〉
六
一
二
三
頁
(
な
お
、
初
版
(
明

治
三
七
年
)
は
、
同
じ
基
準
を
述
べ
る
本
文
後
掲
判
例
〔
1
〕
に
先
立
つ
)
。

(5)
富
井
・
前
掲
書
(
注
4
)
六
三
九
頁
。

判
例
・
学
説
の
検
討

日
大
審
院
・
最
高
裁
の
判
例
以
下
に
、
大
審
院
お
よ
び
最
高
裁
の
判
例
を
年
代
順
に
掲
げ
、
判
旨
を
示
す
。
そ
の

際
、
い
か
な
る
法
律
関
係
に
あ
る
者
の
い
か
な
る
権
利
に
つ
い
て
の
時
効
援
用
が
認
め
ら
れ
又
は
否
定
さ
れ
た
か
を
(
認
め
ら
れ
た
場
合
は

O
で
、
否
定
さ
れ
た
場
合
は
×
で
)
示
し
、
謂
査
官
解
説
・
評
釈
を
掲
げ
、
事
件
名
か
ら
は
推
測
し
難
い
事
案
に
つ
い
て
は
適
宜
そ
の
概
要

を
示
す
。
な
お
、
判
例
理
論
を
検
討
す
る
た
め
、
同
種
の
事
案
に
関
す
る
判
例
も
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

1 

判
例

時効の援用権者

〔1
〕
大
判
明
治
四
三
年
一
月
二
五
日
民
録
一
六
輯
二
二
頁
(
競
売
異
議
事
件
)

債
権
の
消
滅
時
効
の
援
用
)
。

ま
ず
、
民
法
一
四
五
条
の
「
当
事
者
ト
ハ
時
効
ニ
因
リ
直
接
ニ
利
益
ヲ
受
ク
ヘ
キ
者
即
取
得
時
効
ニ
因
リ
権
利
ヲ
取
得
シ
又
ハ
消
滅
時
効
ニ
因
リ
テ

権
利
ノ
制
限
若
ク
ハ
義
務
ヲ
免
ル
ル
者
」
で
あ
り
、
「
間
接
ニ
利
益
ヲ
受
ク
ル
者
」
は
当
事
者
で
は
な
い
と
し
て
、
そ
の
理
由
を
、
「
若
シ
此
ノ
如
キ
者

[
間
接
ニ
利
益
ヲ
受
ク
ル
者
]
モ
独
立
シ
テ
時
効
ヲ
援
用
ス
ル
ヲ
得
ル
ト
セ
ン
カ
直
接
ニ
利
益
ヲ
受
ク
ル
者
例
へ
ハ
債
務
者
ハ
時
効
ノ
利
益
ヲ
受
ク

ル
ヲ
欲
セ
ス
シ
テ
時
効
ヲ
援
用
セ
ス
若
ク
ハ
之
ヲ
放
棄
シ
タ
ル
カ
為
債
務
ノ
弁
済
ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
拘
ラ
ス
間
接
ニ
利
益
ヲ
受
ク
ル
者
例
へ
ハ
抵

(
×
抵
当
不
動
産
の
第
三
取
得
者
・
物
上
保
証
人
(
傍
論
)
|
被
担
保
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説

当
権
ヲ
設
定
シ
タ
ル
第
三
者
ハ
時
効
ヲ
援
用
シ
テ
抵
当
権
ノ
行
使
ヲ
免
ル
ル
ヲ
得
へ
ク
債
権
者
ハ
主
タ
ル
債
権
ヲ
有
シ
ナ
カ
ラ
従
タ
ル
抵
当
権
ヲ
失

フ
カ
知
キ
不
合
理
ナ
ル
結
果
ヲ
見
ル
ニ
至
ル
へ
シ
是
宣
ニ
法
律
ノ
望
ム
所
ナ
ラ
ン
ヤ
」
、
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
「
当
事
者
ノ
承
継
人
ハ
当
事
者
ノ
時
効

援
用
権
ヲ
承
継
ス
ル
カ
故
ニ
当
事
者
ト
同
視
セ
ラ
ル
へ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
時
効
ヲ
援
用
シ
得
へ
キ
ハ
当
然
」
で
あ
る
が
、
本
件
の
被
上
告
人
は
「
抵
当
権

ノ
目
的
物
タ
ル
不
動
産
ノ
第
三
取
得
者
タ
ル
ニ
過
キ
サ
レ
ハ
抵
当
債
権
ノ
消
滅
時
効
ニ
擢
リ
タ
ル
カ
為
メ
直
接
ニ
利
益
ヲ
受
ク
ヘ
キ
ニ
非
ス
抵
当
債

権
消
滅
ス
ル
ト
キ
ハ
其
取
得
シ
タ
ル
不
動
産
上
ニ
存
ス
ル
抵
当
権
消
滅
ス
ル
ノ
結
果
其
所
有
権
安
田
ト
ナ
ル
ノ
利
益
ハ
之
ヲ
受
ク
へ
シ
ト
難
モ
其
利

益
タ
ル
時
効
ノ
直
接
ノ
効
果
ニ
非
サ
レ
ハ
抵
当
債
権
ノ
消
滅
時
効
ヲ
援
用
シ
得
へ
キ
当
事
者
ト
謂
フ
可
ラ
サ
ル
ヤ
論
ヲ
侠
タ
ス
」
と
い
う
。

〔

2
〕
大
判
大
正
四
年
七
月
一
三
日
民
録
一
二
輯
一
三
八
七
頁
(
賃
金
請
求
事
件

)
(
O保
証
人

l
主
た
る
債
務
の
消
滅
時
効
の
援
用
)
。

「
民
法
第
一
四
五
条
ニ
所
謂
当
事
者
ハ
時
効
ノ
完
成
ニ
因
リ
利
益
ヲ
受
ク
ル
者
ヲ
指
称
ス
保
証
債
務
ハ
主
タ
ル
債
務
者
ニ
代
リ
其
債
務
ヲ
履
行
ス

ル
ニ
在
ル
ヲ
以
テ
主
タ
ル
債
務
カ
時
効
ニ
因
リ
消
滅
ス
レ
ハ
保
証
債
務
モ
消
滅
ス
ヘ
キ
ハ
当
然
ニ
シ
テ
保
証
人
ハ
主
タ
ル
債
務
ノ
時
効
ニ
因
リ
利
益

ヲ
受
ク
へ
キ
者
ナ
レ
ハ
同
条
ニ
所
謂
当
事
者
ト
シ
テ
主
タ
ル
債
務
ノ
時
効
ヲ
援
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
。

〔

3
〕
大
判
大
正
四
年
一
二
月
一
一
日
民
録
一
二
輯
二

O
五
一
頁
(
保
証
債
務
履
行
請
求
事
件

)
(
O保
証
人
|
主
た
る
債
務
の
消
滅
時
効
の
援
用
)
。

「
主
タ
ル
債
務
カ
時
効
ニ
依
リ
テ
消
滅
ス
ル
ト
キ
ハ
保
証
債
務
モ
亦
消
滅
ス
へ
キ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
保
証
人
ハ
時
効
ヲ
援
用
ス
ル
ニ
付
テ
直
接
ノ
利
益

ヲ
有
シ
其
当
事
者
ナ
ル
コ
ト
疑
ヲ
容
レ
ス
」
。

〔

4
〕
大
判
大
正
八
年
七
月
四
日
民
録
二
五
輯
二
二
五
頁
(
共
同
鉱
業
権
脱
退
登
録
手
続
誇
求
事
件
)
(
×
債
権
者

Y
l債
務
者
X
に
対
す
る
債
権
の

消
滅
時
効
の
援
用

[
Y
は
担
保
目
的
で

X
と
共
同
名
義
で
鉱
業
権
の
設
定
登
録
を
受
け
て
い
た
が
、

X
が
Y
に
弁
済
し
た
と
き
は

Y
は
共
同
鉱
業
権
者

た
る
地
位
か
ら
脱
退
す
る
旨
の
約
定
に
基
づ
き
、

X
が
Y
に
弁
済
の
受
領
と
共
同
鉱
業
権
の
脱
退
登
録
手
続
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

Y
が
自
己
の
債
権
は

時
効
に
よ
り
消
滅
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、

X
の
Y
に
対
す
る
脱
退
登
録
手
続
請
求
権
も

Y
の
債
権
が
時
効
に
よ
り
遡
及
的
に
消
滅
し
た
時
点
(
弁

済
期
)
を
起
算
点
と
す
る
時
効
の
完
成
に
よ
り
消
滅
し
て
い
る
と
主
張
し
て
こ
れ
を
拒
ん
だ
事
案
]
)
。

「
時
効
ヲ
援
用
シ
得
へ
キ
当
事
者
ハ
時
効
ニ
因
リ
利
益
ヲ
受
ク
ル
者
ナ
ラ
サ
ル
可
ラ
サ
レ
ハ
債
権
者
ハ
固
ヨ
リ
時
効
ヲ
援
用
ス
ル
ヲ
得
ス
故
ニ
縦

令
債
権
者
カ
時
効
ヲ
主
張
ス
ル
モ
債
務
者
ニ
診
テ
之
ヲ
援
用
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
裁
判
所
ハ
之
ヲ
以
テ
裁
判
ノ
資
料
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
」
。

〔

5
〕
大
判
昭
和
三
年
一
一
月
八
日
民
集
七
巻
九
八

O
頁
(
詐
害
行
為
取
消
請
求
事
件
)
(
×
詐
害
行
為
の
受
益
者
|
詐
害
行
為
取
消
権
者
の
債
権
の
消

滅
時
効
の
援
用
)
(
新
井
英
夫
・
判
民
九
三
事
件
)
。

詐
害
行
為
の
「
受
益
者
ハ
若
シ
債
権
者
ノ
債
権
カ
消
滅
時
効
ニ
因
リ
消
滅
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
債
権
者
カ
詐
害
行
為
ノ
取
消
権
ヲ
失
フ
ノ
結
果
ト
シ

論
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時効の援用権者

テ
受
益
者
ノ
取
得
シ
タ
ル
権
利
ノ
安
固
ト
ナ
ル
へ
キ
利
益
ヲ
得
へ
キ
モ
其
ノ
利
益
タ
ル
ヤ
時
効
ノ
直
接
ノ
結
果
ニ
非
サ
ル
ヲ
以
テ
其
ノ
債
務
ノ
消
滅

時
効
ヲ
援
用
シ
得
ヘ
キ
当
事
者
ト
謂
フ
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
」
。

〔6
〕
大
判
昭
和
四
年
四
月
二
自
民
集
八
巻
二
三
七
頁
(
土
地
所
有
権
移
転
登
記
及
抵
当
権
設
定
登
記
抹
消
請
求
事
件
)
(
×
俗
称
相
続
人
か
ら
相
続
財

産
を
買
い
受
け
た
者
・
相
続
財
産
に
抵
当
権
の
設
定
を
受
け
た
者
l
家
督
相
続
回
復
請
求
権
の
消
滅
時
効
の
援
用
)
(
穂
積
重
遠
・
判
民
二
一
事
件
)
。

傍
称
相
続
人
か
ら
相
続
財
産
を
買
い
受
け
た
者
や
相
続
財
産
に
抵
当
権
の
設
定
を
受
げ
た
者
は
、
「
其
ノ
買
受
又
ハ
設
定
ニ
因
リ
テ
本
件
不
動
産
上

ノ
権
利
ヲ
取
得
シ
得
サ
リ
シ
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
一
一
」
相
続
回
復
請
求
権
(
民
旧
九
六
六
条
〈
民
八
八
四
条
参
照
〉
)
の
消
滅
時
効
を
援
用
で
き
な
い
と
し

た〔
7
〕
大
判
昭
和
七
年
四
月
一
三
日
新
聞
三
四

O
O号
一
四
頁
(
仮
処
分
決
定
異
議
事
件
)
(
×
供
託
金
取
戻
請
求
権
の
譲
受
人
i
供
託
金
に
よ
り
担
保

さ
れ
る
べ
き
債
権
の
消
滅
時
効
の
援
用
)
。

「
或
ル
債
権
ノ
担
保
タ
ル
権
利
ノ
主
体
ノ
如
キ
ハ
右
債
権
ノ
消
滅
時
効
ヲ
援
用
ス
ル
適
格
ヲ
欠
ク
」
。

〔8
〕
大
判
昭
和
七
年
六
月
一
一
一
日
民
集
一
一
巻
一
一
八
六
頁
(
売
掛
代
金
請
求
事
件

)
(
O連
帯
保
証
人
1

主
た
る
債
権
の
消
滅
時
効
の
援
用
)
(
吾

妻
光
俊
・
判
民
九
五
事
件
)

連
帯
保
証
人
が
支
払
の
延
期
を
申
し
入
れ
た
た
め
時
効
の
利
益
を
放
棄
し
た
も
の
と
認
定
さ
れ
た
事
案
に
お
い
て
、
連
帯
保
証
人
は
「
自
己
債
務
一
一

対
ス
ル
消
滅
時
効
カ
中
断
セ
ラ
レ
若
ハ
時
効
ノ
利
益
ヲ
放
棄
シ
タ
ル
ト
キ
ト
雄
主
タ
ル
債
務
者
ノ
債
務
カ
時
効
ニ
因
リ
消
滅
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
主
張
ス

ル
ヲ
妨
ケ
」
な
い
と
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
連
帯
保
証
債
務
も
保
証
債
務
と
同
じ
く
主
た
る
債
務
に
附
従
す
る
性
質
を
も
っ
て
お
り
、
保
証
人
が

主
た
る
債
務
の
消
滅
時
効
を
援
用
し
う
る
こ
と
は
「
夙
ニ
本
院
判
例
ノ
認
メ
ル
ト
コ
ロ
L

で
あ
る
と
い
う
。

〔
9
〕
大
判
昭
和
七
年
一
二
月
二
日
新
聞
三
四
九
九
号
一
四
頁
(
貸
金
請
求
事
件

)
(
O連
帯
保
証
人
1

主
た
る
債
務
の
消
滅
時
効
の
援
用
)
。

寸
保
証
人
カ
主
タ
ル
債
務
者
ト
連
帯
シ
テ
債
務
ヲ
負
担
シ
タ
ル
ト
キ
ト
雄
尚
保
証
債
務
タ
ル
性
質
ヲ
失
ハ
サ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
而
モ
保
証
人
ア
ル
債

務
ニ
付
消
滅
時
効
完
成
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
主
タ
ル
債
務
ノ
消
滅
ニ
伴
ヒ
之
ニ
従
タ
ル
保
証
債
務
モ
亦
当
然
消
滅
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
保
証
人
ハ
時
効
ヲ
援

用
ス
ル
ニ
付
直
接
ノ
利
益
ヲ
有
シ
民
法
第
一
四
五
条
ニ
所
謂
当
事
者
ト
シ
テ
自
ラ
時
効
ヲ
援
用
シ
得
ル
」
。

〔
叩
〕
大
判
昭
和
八
年
一

O
月
一
三
日
民
集
一
二
巻
二
五
二

O
頁
(
賃
金
請
求
事
件

)
(
O保
証
人

i
主
た
る
債
務
の
消
滅
時
効
の
援
用
)
(
吾
妻
光
俊
・

判
民
一
七
三
事
件
)
。

「
保
証
人
ハ
主
タ
ル
債
務
ニ
関
ス
ル
消
滅
時
効
ヲ
援
用
ス
ル
ニ
依
リ
テ
直
接
ニ
其
ノ
債
務
ヲ
免
ル
ル
コ
ト
ヲ
得
へ
キ
ヲ
以
テ
右
ノ
法
条
[
民
法
一
四
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説

五
条
]
ニ
所
謂
当
事
者
ニ
該
当
シ
主
タ
ル
債
務
ノ
消
滅
時
効
ヲ
援
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
」
。

〔
日
〕
大
判
昭
和
九
年
五
月
二
日
民
集
一
三
巻
六
七

O
頁
(
土
地
所
有
権
並
抵
当
権
設
定
登
記
抹
消
請
求
事
件
)
(
×
再
売
買
の
予
約
の
仮
登
記
の
あ
る

不
動
産
の
所
有
権
を
取
得
し
た
者
・
同
不
動
産
上
に
抵
当
権
を
取
得
し
た
者
l
予
約
完
結
権
の
消
滅
時
効
)
(
我
妻
栄
・
判
民
五
八
事
件
)
。

「
売
買
予
約
上
ノ
権
利
ハ
単
ニ
予
約
権
利
者
カ
予
約
義
務
者
ニ
対
シ
テ
有
ス
ル
権
利
ニ
過
キ
ス
シ
テ
右
ノ
如
キ
第
三
者
ハ
何
等
義
務
ヲ
負
担
ス
ル

モ
ノ
ニ
非
サ
ル
ヲ
以
テ
消
滅
時
効
ノ
完
成
ニ
困
リ
直
接
ニ
利
益
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ト
謂
ヒ
難
ク
此
ノ
理
ハ
右
予
約
ニ
基
ク
物
権
ノ
移
転
請
求
権
-
一
付
仮

登
記
存
在
シ
爾
後
第
三
者
カ
目
的
物
ニ
付
所
有
権
若
ハ
抵
当
権
ヲ
取
得
シ
タ
ル
場
合
ニ
珍
テ
モ
敢
テ
異
ル
ト
コ
ロ
ナ
シ
」
と
い
い
、
よ
り
具
体
的
理
由

と
し
て
、
「
若
シ
右
ノ
知
キ
第
三
者
カ
時
効
ヲ
援
用
シ
テ
仮
登
記
ニ
因
ル
本
登
記
ノ
順
位
保
存
ノ
効
力
ヲ
妨
ケ
得
へ
シ
ト
セ
ハ
予
約
義
務
者
ハ
仮
登
記

ヲ
シ
テ
其
ノ
効
果
ヲ
全
フ
セ
シ
ム
ル
為
時
効
ノ
援
用
ヲ
欲
セ
サ
ル
ニ
拘
ラ
ス
其
ノ
第
三
者
ニ
対
ス
ル
関
係
ニ
於
テ
ハ
時
効
ヲ
援
用
シ
タ
ル
ト
同
一
ノ

結
果
ト
為
リ
時
効
ノ
援
用
ヲ
当
事
者
ノ
意
思
ニ
一
任
シ
タ
ル
立
法
ノ
精
神
ニ
背
馳
ス
ル
ニ
至
ル
」
と
い
う
。

〔
ロ
〕
大
判
昭
和
一

O
年
五
月
二
八
日
新
聞
三
八
五
三
号
一
一
頁
(
土
地
抵
当
権
抹
消
登
記
手
続
請
求
事
件
)
(
×
抵
当
不
動
産
の
第
三
取
得
者
被
担

保
債
権
の
消
滅
時
効
の
援
用
)
。

抵
当
不
動
産
の
第
三
取
得
者
は
「
抵
当
債
権
ノ
消
滅
時
効
完
成
ニ
因
リ
直
接
ニ
利
益
ヲ
受
ク
ル
者
ニ
非
ス
蓋
シ
仮
令
抵
当
債
権
ノ
消
滅
ニ
因
リ
テ

抵
当
権
ノ
実
行
ヲ
免
レ
得
へ
シ
ト
雄
ソ
ハ
債
権
消
滅
ニ
因
ル
間
接
ノ
利
益
タ
ル
ニ
過
キ
サ
レ
ハ
ナ
リ
」
。

〔
日
〕
大
判
昭
和
一
一
年
二
月
一
四
日
新
聞
三
九
五
九
号
七
貰
(
配
当
異
議
事
件
)
(
×
債
権
者
!
債
務
者
に
対
す
る
他
の
債
権
者
の
債
権
の
、
消
滅
時
効

の
援
用
)
。

民
法
一
四
五
条
の
「
所
謂
当
事
者
ト
ハ
時
効
ヲ
援
用
ス
ル
コ
ト
ニ
ヨ
リ
テ
直
接
ニ
利
益
ヲ
受
ク
ル
者
ノ
ミ
ヲ
指
称
シ
配
当
異
議
ノ
訴
ニ
珍
ケ
ル
原

告
ノ
如
キ
他
ノ
債
権
者
ノ
債
権
カ
時
効
ニ
因
リ
テ
消
滅
セ
ハ
自
己
ノ
債
権
一
一
対
シ
配
当
額
ノ
増
加
ヲ
来
タ
ス
へ
キ
間
接
ノ
利
益
ヲ
受
ケ
得
ル
ニ
過
キ

サ
ル
者
ノ
如
キ
ハ
右
ニ
所
謂
当
事
者
ニ
該
当
セ
ス
」
。

〔M
〕
大
判
昭
和
一
二
年
六
月
三

O
日
民
集
一
六
巻
一

O
三
七
頁
(
和
議
事
件
の
和
議
認
可
決
定
に
対
す
る
抗
告
事
件
)
(
×
和
議
に
お
け
る
和
議
債
権

者
・
整
理
委
員
(
傍
論
)
・
和
議
管
財
人
(
傍
論
)
|
他
の
和
議
債
権
の
消
滅
時
効
の
援
用
)
(
兼
子
一
・
判
民
七
五
事
件
、
加
藤
正
治
・
法
学
協
会
雑

誌
五
六
巻
二
号
三
八
五
頁
、
斎
藤
常
三
郎
・
法
学
論
叢
三
八
巻
二
号
四
一
一
頁
、
藤
江
忠
二
郎
・
民
商
法
雑
誌
七
巻
二
号
二
五
三
頁
)
。

和
議
債
権
の
消
滅
時
効
を
援
用
で
き
る
の
は
「
債
務
者
ニ
外
ナ
ラ
ス
債
権
者
整
理
委
員
和
議
管
財
人
等
ハ
其
ノ
時
効
ヲ
援
用
シ
得
ル
モ
ノ
ニ
非

[ス]」。

論
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時効の援用権者

〔
日
〕
大
判
昭
和
一
三
年
六
月
二
四
日
新
聞
四
二
九
四
号
一
八
頁
(
保
証
債
務
金
請
求
事
件

)
(
O保
証
人
|
主
た
る
債
務
の
消
滅
時
効
の
援
用
)
。

「
保
証
人
ハ
民
法
第
一
四
五
条
ニ
所
謂
当
事
者
ト
シ
テ
主
タ
ル
債
務
ニ
関
ス
ル
消
滅
時
効
ノ
援
用
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ハ
当
院
ノ

判
例
ト
ス
ル
所
」
で
あ
る
と
し
て
、
判
例
〔
2
〕
・
〔
叩
〕
を
引
用
。

〔
日
〕
大
判
昭
和
一
三
年
一
一
月
一
四
日
新
聞
四
三
四
九
号
七
頁
(
債
権
不
存
在
確
認
請
求
事
件
)
(
×
抵
当
不
動
産
の
第
三
取
得
者
1

被
担
保
債
権
の

消
滅
時
効
の
援
用
)
。

「
抵
当
不
動
産
ノ
第
三
取
得
者
ハ
抵
当
債
権
ノ
消
滅
時
効
ノ
完
成
ニ
因
リ
直
接
ニ
利
益
ヲ
受
ク
ル
者
ニ
非
ス
」
と
し
て
、
判
例
〔
ロ
〕
を
引
用
。

〔
口
〕
大
判
昭
和
一
四
年
三
月
二
四
日
新
聞
四
四
三
二
号
七
頁
(
所
有
権
取
得
登
記
抹
消
手
続
等
請
求
事
件
)
(
×

A
の
隠
居
に
よ
り
家
督
相
続
し
た
が

相
続
し
た
不
動
産
に
つ
き
登
記
を
経
て
い
な
い

X
l
A
が
隠
居
後
そ
の
不
動
産
に
保
存
登
記
を
し
自
己
の
債
権
者
B
の
た
め
に
そ
の
不
動
産
に
抵
当

権
を
設
定
し
、

B
の
承
継
人
Y
が
抵
当
権
を
実
行
し
競
落
し
た
場
合
に
お
け
る
被
担
保
債
権
の
消
滅
時
効
の
援
用
)
。

X
は
「
本
件
抵
当
債
権
ノ
時
効
ニ
因
ル
消
滅
ニ
付
直
接
ニ
利
益
ヲ
受
ク
ル
者
二
非
[
ス
]
」
と
い
う
。
そ
れ
に
続
く
判
旨
か
ら
す
る
と
、
そ
の
実
質

的
理
由
は
、

X
に
は
家
督
相
続
に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記
が
な
い
の
で
、
そ
の
不
動
産
の
所
有
権
は
競
落
人
Y
に
移
転
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
よ

う
に
も
恩
わ
れ
る
。

〔
日
〕
最
判
昭
和
四
二
年
一

O
月
二
七
日
民
集
一
二
巻
八
号
一
一
一
一

O
頁
(
土
地
建
物
所
有
権
移
転
登
記
手
続
等
請
求
事
件

)
(
O他
人
の
債
務
の
た
め

に
自
己
の
不
動
産
を
い
わ
ゆ
る
弱
い
譲
渡
担
保
に
提
供
し
た
者
ー
そ
の
他
人
の
債
務
の
消
滅
時
効
)
(
森
網
郎
・
法
曹
時
報
二

O
巻
二
号
三
七
二
頁
、

水
田
耕
一
・
金
融
法
務
事
情
五

O
九
号
二
五
頁
、
福
地
俊
雄
・
判
例
評
論
一
一
三
号
二
七
頁
、
川
井
健
・
民
商
法
雑
誌
五
八
巻
五
号
七
六
九
頁
、
星
野

英
一
・
法
学
協
会
雑
誌
八
五
巻
一

O
号
一
四
二
七
頁
、
舟
橋
諒
一
・
昭
和
四
一
・
四
二
年
度
重
要
判
例
解
説
一
六
八
頁
)
。

ま
ず
、
寸
物
上
保
証
人
も
被
担
保
債
権
の
消
滅
に
よ
っ
て
直
接
利
益
を
受
け
る
者
と
い
う
を
防
げ
な
い
」
と
し
て
判
例
〔
1
〕
を
変
更
し
、
他
人
の

債
務
の
た
め
に
自
己
の
不
動
産
を
い
わ
ゆ
る
弱
い
譲
渡
担
保
に
提
供
し
た
者
は
、
「
被
担
保
債
権
の
消
滅
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
点
に

お
い
て
、
物
上
保
証
人
と
な
ん
ら
異
な
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
同
様
に
当
事
者
と
し
て
被
担
保
債
権
の
消
滅
時
効
を
援
用
し
う
る
L

と
し
た
。

〔
川
口
〕
最
判
昭
和
四
三
年
九
月
二
六
日
民
集
二
二
巻
九
号
二

O
O二
頁
(
配
当
異
議
事
件

)
(
O債
権
者
代
位
権
に
よ
る
消
滅
時
効
の
援
用
)
(
吉
井
直

昭
・
法
曹
時
報
二
一
巻
一
号
一
七

O
頁
、
川
井
健
・
判
例
評
論
一
二
二
号
二
七
頁
、
内
池
慶
四
郎
・
民
商
法
雑
誌
六

O
巻
五
号
七
五
八
頁
、
星
野
英
了

法
学
協
会
雑
誌
八
六
巻
一
一
号
一
三
八

O
頁
、
谷
口
茂
栄
・
金
融
法
務
事
情
五
四

O
号
一
六
頁
、
林
錫
嘩
・
法
政
論
集
四
九
号
二
二
五
頁
、
岡
本
坦
・

民
法
判
例
百
選
I
九
二
頁
、
な
ど
)
。
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説

債
権
者
(
後
順
位
抵
当
権
者
)
が
債
務
者
(
抵
当
権
設
定
者
)
に
代
位
し
て
、
債
務
者
が
物
上
保
証
し
た
先
順
位
抵
当
権
の
被
担
保
債
権
の
消
滅
時

効
を
援
用
し
た
事
案
に
お
い
て
、
ま
ず
、
判
例
〔
時
〕
を
引
用
し
て
物
上
保
証
人
は
被
担
保
債
権
の
消
滅
時
効
を
援
用
で
き
る
と
し
た
う
え
で
、
債
権

者
は
債
務
者
が
他
の
債
権
者
に
負
っ
て
い
る
債
務
ま
た
は
他
人
の
た
め
に
物
上
保
証
人
と
な
っ
て
い
る
場
合
の
被
担
保
債
権
の
消
滅
時
効
を
債
権
者

代
位
権
に
も
と
づ
い
て
援
用
で
き
る
と
し
た
。
理
由
は
特
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
本
判
決
に
は
松
田
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
あ
る
。

〔
却
〕
最
判
昭
和
四
四
年
七
月
一
五
日
民
集
二
三
巻
八
号
一
五
二

O
頁
(
家
屋
退
去
請
求
事
件
)
(
×

X
の
土
地
を
時
効
取
得
し
う
る
A
か
ら
、

A
が
そ

の
地
上
に
所
有
す
る
建
物
を
賃
借
し
て
い
る
Y
l
A
の
そ
の
土
地
に
対
す
る
所
有
権
の
取
得
時
効
の
援
用
)
(
豊
水
道
祐
・
法
曹
時
報
二
二
巻
九
号
一

八
八
四
頁
、
金
山
正
信
・
民
商
法
雑
誌
六
二
巻
六
号
一

O
一
O
頁)。

Y
は
、
「
右
土
地
の
取
得
時
効
の
完
成
に
よ
っ
て
直
接
利
益
を
受
け
る
者
で
は
な
い
か
ら
、
右
土
地
の
所
有
権
の
取
得
時
効
を
援
用
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
。

〔
幻
〕
最
判
昭
和
四
五
年
一
月
二
三
日
判
例
時
報
五
八
八
号
七
三
貝
(
詐
害
行
為
取
消
請
求
事
件
)
(
×
詐
害
行
為
の
受
益
者
Y
(約
束
手
形
の
振
出
人

A
か
ら
建
物
を
譲
受
け
た
者
)
詐
害
行
為
取
消
権
者
X
の
債
権
(
被
裏
書
人
X
の
裏
書
人
l
受
取
人
B
に
対
す
る
原
因
債
権
)
の
消
滅
時
効
の
援
用
)

(
村
松
俊
夫
・
金
融
法
務
事
情
五
八
八
号
一
二
頁
、
小
町
谷
操
三
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
三
六
号
一
四
八
頁
)
。

「
右
原
因
関
係
上
の
各
債
権
に
つ
き
そ
の
債
務
者
で
あ
る

B
に
お
い
て
消
滅
時
効
を
援
用
し
た
事
実
は

Y
の
主
張
立
証
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ

る
か
ら
、

Y
に
お
い
て
右
各
債
権
の
時
効
に
よ
る
消
滅
を
直
ち
に
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
。

〔
泣
〕
最
判
昭
和
四
八
年
一
二
月
一
四
日
民
集
二
七
巻
一
一
号
一
五
八
六
頁
(
土
地
建
物
抵
当
権
設
定
登
記
抹
消
登
記
手
続
請
求
事
件

)
(
O抵
当
不
動

産
の
第
三
取
得
者
!
被
担
保
債
権
の
消
滅
時
効
の
援
用
)
(
大
和
勇
美
・
法
曹
時
報
二
六
巻
一

O
号
一
八
六
四
頁
、
柳
川
俊
一
・
金
融
法
務
事
情
七
二

三
号
一
四
頁
、
岡
本
坦
・
判
例
評
論
一
八
七
号
二
二
頁
、
同
・
民
法
判
例
百
選
I
(第
二
版
)
九
八
頁
、
石
外
克
喜
・
民
商
法
雑
誌
七
二
巻
三
号
五
四

五
頁
、
野
村
豊
弘
・
法
学
協
会
雑
誌
九
二
巻
九
号
二
一
四
八
頁
、
山
田
卓
生
・
民
法
の
判
例
〈
第
三
版
〉
四
七
頁
、
下
元
敏
晴
・
民
事
研
修
二

O
六
号

四
七
頁
)
。

「
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
、
か
っ
そ
の
登
記
の
存
す
る
不
動
産
の
譲
渡
を
受
け
た
第
三
者
は
、
当
該
抵
当
権
の
被
担
保
債
権
が
消
滅
す
れ
ば
抵
当
権
の

消
滅
を
主
張
し
う
る
関
係
に
あ
る
か
ら
、
抵
当
債
権
の
消
滅
に
よ
り
直
接
利
益
を
受
け
る
者
に
あ
た
る
」
と
し
て
判
例
〔
1
〕
を
変
更
。

〔
お
〕
最
判
昭
和
六

O
年
一
一
月
二
六
日
民
集
三
九
巻
七
号
一
七

O
一
頁
(
所
有
権
移
転
登
記
等
請
求
事
件

)
(
O仮
登
記
担
保
権
の
設
定
さ
れ
た
不
動

産
の
第
三
取
得
者
|
被
担
保
債
権
の
消
滅
時
効
の
援
用
)
(
拙
稿
・
判
例
評
論
三
三
二
号
二
四
頁
、
竹
屋
芳
昭
・
民
商
法
雑
誌
九
六
巻
四
号
五
四
一
頁
)
。

論
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判
例
〔
泣
〕
を
引
用
し
て
、
「
所
有
権
予
約
形
式
の
仮
登
記
担
保
権
が
設
定
さ
れ
た
不
動
産
の
譲
渡
を
受
け
た
第
三
者
は
、
当
該
仮
登
記
担
保
権
の

被
担
保
債
権
の
消
滅
に
よ
っ
て
直
接
利
益
を
受
け
る
者
と
い
う
を
妨
げ
な
い
か
ら
、
右
不
動
産
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
た
債
権
の
債
務
者
で
な
く
て
も
、

そ
の
消
滅
時
効
を
援
用
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
」
と
し
た
。

ω
下
級
裁
判
所
の
判
例

判
例
が
あ
る
。

下
級
裁
判
例
は
多
数
に
の
ぽ
る
が
、
大
審
院
・
最
高
裁
判
例
と
比
べ
て
特
色
の
あ
る
も
の
と
し
て
、
次
の

時効の援用権者

ま
ず
、
時
効
の
援
用
権
者
の
一
般
的
基
準
に
つ
き
、
東
京
地
判
大
正
七
年
二
一
月
二
四
日
評
論
五
巻
民
一

O
二
O
頁
(
判
例
〔
但
〕
)
は
、

「
時
効
ヲ
援
用
ス
ル
ニ
付
法
律
上
正
当
ノ
利
益
ヲ
有
ス
ル
者
」
と
い
い
、
東
京
地
判
昭
和
三
七
年
三
月
二
七
日
下
級
民
集
一
三
巻
三
号
五
五

七
頁
(
判
例
〔
お
〕
)
は
、
「
時
効
の
援
用
権
者
は
、
『
時
効
に
よ
っ
て
直
接
に
権
利
を
取
得
し
、
又
は
義
務
を
免
れ
る
者
及
び
そ
の
承
継
人
』

の
他
『
こ
の
権
利
又
は
義
務
に
基
い
て
権
利
を
取
得
し
又
は
義
務
を
免
れ
る
者
』
を
も
包
含
す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
」
で
あ
る
と
い

う
。
ま
た
、
大
阪
地
判
昭
和
四
一
年
六
月
-
三
日
判
例
時
報
四
七
一
号
四
六
頁
(
判
例
〔
お
〕
。
評
釈
と
し
て
、
椿
寿
夫
・
法
律
時
報
三
九
巻

八
号
一

O
一
頁
)
は
、
代
物
弁
済
予
約
の
負
担
が
あ
る
不
動
産
の
第
三
取
得
者
に
つ
き
、
「
消
滅
時
効
に
よ
り
直
接
義
務
を
免
れ
る
者
に
準
じ

て
利
益
を
受
け
る
地
位
に
あ
る
者
」
で
あ
る
か
ら
本
来
の
債
務
の
消
滅
時
効
を
援
用
で
き
る
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
、
一
般
的
基
準
を
述
べ
る
こ
と
な
く
、
当
該
権
利
の
性
質
や
時
効
を
援
用
し
て
い
る
者
の
類
型
に
応
じ
た
判
断
を
し
て
い
る

も
の
と
し
て
、
静
岡
地
浜
松
支
判
昭
和
三
六
年
六
月
三

O
日
下
級
民
集
二
一
巻
六
号
一
五
三
三
貰
(
判
例
〔
幻
〕
)
、
東
京
高
判
昭
和
三
八
年

七
月
一
五
日
下
級
民
集
一
四
巻
七
号
一
三
九
五
頁
(
判
例
〔
却
〕
)
、
前
橋
地
判
昭
和
四
三
年
一

O
月
八
日
判
例
時
報
五
六
一
号
六
五
頁
(
判

例
〔
却
〕
。
従
来
説
か
れ
て
き
た
一
般
的
基
準
は
「
そ
れ
ぞ
れ
単
な
る
抽
象
的
基
準
に
過
ぎ
ず
、
特
に
時
効
取
得
す
べ
き
者
と
い
か
な
る
法
律

関
係
に
立
つ
者
ま
で
が
取
得
時
効
を
援
用
し
う
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
権
利
の
性
質
や
時
効
の
援
用
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
法
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説

律
関
係
の
合
理
性
な
い
し
は
非
合
理
性
を
総
合
し
て
、
こ
れ
を
『
当
事
者
』
と
す
べ
き
か
否
か
を
決
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
)
、
東
京
地
判

昭
和
五

O
年
八
月
一
一
日
判
例
時
報
八

O
八
号
八
二
頁
(
判
例
〔
却
〕
。
評
釈
と
し
て
、
岡
本
坦
・
判
例
評
論
一
二
四
号
二
一
頁
)
、
が
あ
る
。

ま
た
、
大
審
院
・
最
高
裁
判
例
に
現
れ
て
い
な
い
事
案
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
土
地
の
使
用
借
主
は
貸
主
の
そ
の
土
地
に
対
す
る
所
有

権
の
取
得
時
効
を
援
用
で
き
な
い
と
し
た
判
例
〔
却
〕
、
土
地
の
賃
借
入
は
(
傍
論
と
し
て
地
上
権
者
も
)
貸
主
の
そ
の
土
地
に
対
す
る
所
有

権
の
取
得
時
効
を
援
用
で
き
る
と
し
た
東
京
地
判
昭
和
四
五
年
二
一
月
一
九
日
判
例
時
報
六
一
ニ

O
号
七
二
頁
(
判
例
〔
出
〕
。
評
釈
と
し
て
、

福
地
俊
雄
・
判
例
評
論
一
五
五
号
一
六
頁
て
そ
の
上
告
審
判
決
で
援
用
で
き
な
い
と
し
た
東
京
高
判
昭
和
四
七
年
二
月
二
八
日
判
例
時
報
六

六
二
号
四
七
頁
(
判
例
〔
詑
〕
)
、
債
権
者
代
位
訴
訟
に
お
い
て
第
三
債
務
者
は
債
権
者
の
債
務
者
に
対
す
る
債
権
の
消
滅
時
効
を
援
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
京
都
地
判
昭
和
五
六
年
三
月
六
日
訟
務
月
報
二
七
巻
九
号
一
六

O
O頁
(
判
例
〔
お
〕
)
、
な
ど
が
あ
る
。

ω
判
例
の
検
討
大
審
院
・
最
高
裁
の
判
例
中
、
「
当
事
者
」
と
は
時
効
に
よ
り
「
直
接
利
益
を
受
け
る
者
」
で
あ
る
と
の
一
般
的
基

準
は
、
判
例
〔
1
〕
を
初
め
と
し
て
、
〔
3
〕・〔
5
〕・〔
9
〕
・
〔
叩
〕
・
〔
日
〕
・
〔
ロ
〕
・
〔
日
〕
・
〔
凶
〕
・
〔
口
〕
・
〔
日
〕
・
〔
却
〕
・
〔
泣
〕
・
〔
幻
〕

で
採
ら
れ
て
い
る
。
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
〔
8
〕
・
〔
日
〕
も
こ
の
基
準
に
よ
る
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
〔
2
〕・〔
4
〕
は
、
「
直

接
」
と
い
う
限
定
が
な
く
、
単
に
「
利
益
を
受
け
る
者
」
と
い
う
が
、

(
4
〕
は
、
寸
不
利
益
を
受
け
る
者
L

と
の
対
比
で
い
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
〔
6
〕・〔
7
〕・〔
H
〕
・
〔
四
〕
・
〔
幻
〕
は
、
「
当
事
者
」
の
基
準
を
特
に
述
べ
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
「
直
接
」
と
い
う
限
定

の
な
い
も
の
や
、
一
般
的
基
準
を
述
べ
て
い
な
い
も
の
も
若
干
あ
る
が
、
最
上
級
審
判
例
は
「
直
接
利
益
を
受
け
る
者
」
と
い
う
基
準
を
堅

論

持
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
判
例
は
援
用
権
者
を
「
直
接
利
益
を
受
け
る
者
」
に
限
ろ
う
と
す
る
の
か
。
そ
の
実
質
的
理
由
を
述
べ
て
い
る
の
は
判
例
〔
l
〕

(
判
例
〔
日
〕
)
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
直
接
に
利
益
を
受
け
る
者
で
あ
る
債
務
者
が
援
用
し
な
い
の
に
、
間
接
に
利
益
を
受
け
る
者
に

す
ぎ
な
い
物
上
保
証
人
が
被
担
保
債
権
の
消
滅
時
効
を
援
用
す
る
場
合
を
例
に
あ
げ
、
こ
の
よ
う
な
援
用
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
債
権
者

で
は
、

北法38(5-6・II・194)1544 



は
主
た
る
債
権
を
有
し
な
が
ら
従
た
る
抵
当
権
を
失
う
と
い
う
よ
う
な
不
都
合
を
生
じ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
判
例
〔
1
〕
を
変
更
し
た
判

例
〔
日
〕
・
〔
辺
〕
は
こ
れ
を
不
都
合
と
は
解
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
判
例
〔
団
〕
・
〔
泣
〕
を
も
ち
だ
す
ま
で
も
な
く
、
判
例
〔
2
〕・

〔3
〕・〔
8
〕・〔
9
〕
・
〔
凶
〕
・
〔
日
〕
が
寸
第
三
者
」
で
あ
る
保
証
人
や
連
帯
保
証
人
に
主
た
る
債
務
の
時
効
援
用
を
認
め
た
こ
と
に
よ
り
、

間
接
に
利
益
を
受
け
る
者
は
時
効
を
援
用
で
き
な
い
と
す
る
判
例
〔
1
〕
の
基
本
的
な
考
え
に
は
実
質
な
変
更
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
判

例
〔
1
〕
の
実
質
的
理
由
を
お
し
進
め
る
と
、
主
た
る
債
務
者
が
援
用
し
な
い
の
に
保
証
人
や
連
帯
保
証
人
が
主
た
る
債
務
の
時
効
を
援
用

で
き
る
と
す
る
と
、
債
権
者
は
主
た
る
権
利
を
有
し
な
が
ら
従
た
る
権
利
を
失
う
と
い
う
不
都
合
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
直
接
・
間
接
と
い
う
言
葉
の
通
常
の
意
味
か
ら
す
る
と
、
「
直
接
の
当
事
者
」
が
直
接
に
利
益
を
受
け
る
者
で
あ
り
、
「
第
三

者
」
は
間
接
に
利
益
を
受
け
る
者
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
判
例
は
「
第
三
者
」
に
援
用
を
認
め
る
場
合
で
も
依
然
と
し
て
「
直

時効の援用権者

接
利
益
を
受
け
る
者
L

に
あ
た
る
と
い
う
(
判
例
〔
3
〕・〔
9
〕
・
〔
叩
〕
・
〔
凶
〕
・
〔
幻
〕
・
〔
お
〕
)
た
め
、
直
接
・
間
接
と
い
う
言
葉
の
通
常

の
意
味
か
ら
「
直
接
利
益
を
受
け
る
者
」
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
判
例
に
は
「
直
接
利
益
を
受
け
る

者
」
か
否
か
を
区
別
す
る
何
ら
か
の
基
準
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
言
及
す
る
の
は
、
判
例
〔
日
〕
・
〔
詑
〕
で
あ
る
。
ま
ず
、
判
例

〔
日
〕
で
あ
る
が
、
そ
の
趣
旨
は
消
滅
時
効
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
権
利
に
対
応
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
な
い
者
は
「
直
接
利
益
を
受
け
る

者
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
保
証
人
・
連
帯
保
証
人
・
物
上
保
証
人
・
抵
当
不
動
産
の
第
三
取

得
者
も
、
消
滅
時
効
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
権
利
に
対
応
す
る
義
務
(
主
た
る
債
務
や
被
担
保
債
務
)
は
負
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

判
例
〔

2
7
〔
3
〕・〔
8
〕
・
〔
叩
〕
・
〔
日
〕
・
〔
国
〕
・
〔
詑
〕
が
こ
れ
ら
の
者
に
援
用
を
認
め
る
こ
と
の
説
明
が
つ
か
な
い
。
次
に
、
判
例
〔
泣
〕

で
あ
る
が
、
抵
当
不
動
産
の
第
三
取
得
者
は
、
「
当
該
抵
当
権
の
被
担
保
債
権
が
消
滅
す
れ
ば
抵
当
権
の
消
滅
を
主
張
し
う
る
関
係
に
あ
る
か

ら
、
抵
当
権
の
消
滅
に
よ
り
直
接
利
益
を
受
け
る
者
に
あ
た
る
」
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
説
明
の
仕
方
(
判
例
〔
2
〕・〔
3
〕・〔
9
〕

も
同
じ
と
い
え
よ
う
)
で
は
、
お
よ
そ
時
効
を
援
用
し
よ
う
と
す
る
「
第
三
者
」
は
、
「
当
該
権
利
A
が
消
滅
す
れ
ば
(
取
得
さ
れ
れ
ば
)
権
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説

利
B
の
消
滅
(
取
得
)
を
主
張
し
う
る
関
係
に
あ
る
か
ら
、
権
利
A
の
消
滅
(
取
得
)
に
よ
り
直
接
利
益
を
受
け
る
者
に
あ
た
る
」
と
し
て
、

援
用
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

論

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
「
直
接
利
益
を
受
け
る
者
」
と
い
う
判
例
の
基
準
が
文
字
通
り
の
意
味
で
基
準
と
し
て
使
わ
れ
た
の
は
判
例

〔1
〕
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
後
の
判
例
に
お
い
て
は
、
判
例
〔
1
〕
が
「
当
事
者
」
を
「
直
接
ニ
利
益
ヲ
受
ク
ヘ
キ
者
」
に
限
定
し
よ
う
と

し
た
立
場
は
変
更
さ
れ
た
に
等
し
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
判
例
は
同
一
の
基
準
を
堅
持
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
判
例
か
ら
は
「
直
接
利

益
を
受
け
る
者
」
か
否
か
を
決
め
る
実
質
的
基
準
、
少
な
く
と
も
合
理
的
な
実
質
的
基
準
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

判
例
〔
3
〕
以
後
の
判
例
に
お
い
て
は
時
効
の
援
用
を
認
め
る
か
否
か
の
判
断
が
先
行
し
、
事
後
的
に
、
援
用
を
認
め
る
場
合
に
は
「
直
接

利
益
を
受
け
る
者
」
で
あ
る
と
い
い
、
認
め
な
い
場
合
に
は
そ
れ
に
あ
た
ら
な
い
と
い
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
形
だ
け
と
は
い
え
「
直
接
利
益
を
受
け
る
者
」
と
い
う
基
準
が
あ
り
、
そ
の
基
準
に
関
連
さ
せ
に
く

い
と
い
う
こ
と
の
た
め
に
、
判
例
が
な
し
た
実
質
的
判
断
の
部
分
も
判
旨
の
中
に
現
れ
に
く
く
な
ろ
う
。
そ
れ
は
、
新
事
案
に
つ
い
て
の
判

例
予
測
お
よ
び
古
い
判
例
の
安
定
性
の
判
断
を
困
難
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
判
例
の
思
考
の
過
程
お
よ
び
結
論
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
可
能

性
を
大
き
く
狭
め
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

学
説

ω
学
説
の
状
況
学
説
は
、
ほ
ぽ
一
致
し
て
援
用
権
者
の
範
囲
を
拡
大
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
援
用
権

者
の
一
般
的
基
準
に
つ
い
て
は
、
援
用
の
法
的
性
質
や
時
効
制
度
の
存
在
理
由
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
。
ま
た
、
実
質

的
に
同
一
の
基
準
で
あ
っ
て
も
そ
の
理
由
あ
る
い
は
具
体
的
結
論
の
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
一
般
的
な
基
準
を
立
て
る
よ
り
も
、

個
々
の
事
案
ご
と
に
利
益
状
況
を
分
析
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
も
の
も
あ
り
、
学
説
は
実
に
多
彩
で
あ
る
。
以
下
に
、
そ
の
状
況
を
述
べ

2 
よ
〉
つ
。

M
W
援
用
権
者
の
一
般
的
基
準
を
述
べ
る
説

制
寸
時
効
に
よ
り
直
接
に
利
益
を
受
け
る
者
L

と
の
説
。

古
く
は
、
判
例
と
同
様
の
こ
の
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基
準
を
述
べ
る
学
説
が
多
数
で
あ
っ
た
。

仙
川
「
時
効
に
よ
り
間
接
に
利
益
を
受
け
る
者
も
含
ま
れ
る
L

と
の
説
。
例
説
と
の
対
比
で
寸
時
効
に
よ
り
間
接
に
利
益
を
受
け
る
者
L

も

援
用
し
う
る
こ
と
を
明
言
す
る
説
が
あ
る
が
、
次
の
例
以
下
の
学
説
も
、
援
用
権
者
は
「
直
接
に
利
益
を
受
け
る
者
」
に
限
ら
れ
な
い
と
す

時効の援用権者

る
点
で
は
同
様
で
あ
る
。

ω「
時
効
に
よ
っ
て
当
然
に
法
律
上
の
利
益
を
取
得
す
る
者
L

と
の
説
。
柚
木
博
士
は
、
時
効
に
よ
る
権
利
得
喪
の
効
果
は
時
効
の
完
成

に
よ
っ
て
確
定
的
に
生
じ
(
確
定
効
果
説
)
、
援
用
は
訴
訟
上
の
攻
撃
防
御
方
法
に
す
ぎ
な
い
と
の
立
場
か
ら
、
「
当
事
者
」
と
は
、
「
直
接

な
る
と
間
接
な
る
と
を
問
わ
ず
、
『
時
効
に
よ
っ
て
当
然
に
法
律
上
の
利
益
を
取
得
す
る
者
』
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

ω「
時
効
に
よ
っ
て
直
接
権
利
を
取
得
し
ま
た
は
義
務
を
免
れ
る
者
の
他
、
こ
の
権
利
ま
た
は
義
務
に
基
づ
い
て
権
利
を
取
得
し
ま
た
は
義

務
を
免
れ
る
者
」
と
の
説
。
我
妻
博
士
は
、
「
時
効
の
援
用
は
、
時
効
に
よ
っ
て
生
ず
る
一
般
的
な
法
律
効
果
(
権
利
得
喪
)
と
個
人
の
意

思
の
調
和
を
は
か
る
制
度
だ
と
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
関
係
者
[
保
証
人
・
担
保
不
動
産
の
第
三
取
得
者
等
|
引
用
者
注
]
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
援
用
と
放
棄
の
自
由
を
認
め
、
時
効
の
効
果
を
相
対
的
に
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
そ
の
目
的
に
適
す
る
は
ず
で
あ
る
」
と
し
て
こ
の
基
準

を
説
か
れ
る
。

例
「
当
該
の
訴
訟
上
の
請
求
に
つ
い
て
時
効
の
主
張
を
な
す
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
」
と
の
説
。
川
島
博
士
は
、
時
効
は
権
利
の
得

喪
と
い
う
証
拠
に
関
す
る
訴
訟
法
上
の
制
度
で
あ
る
と
の
時
効
観
(
訴
訟
法
説
)
か
ら
、
こ
の
基
準
を
説
か
れ
る
。

ω時
効
の
効
果
を
当
事
者
間
と
対
第
三
者
間
と
で
分
け
て
考
え
る
説
。
於
保
博
士
ら
は
、
時
効
の
効
果
は
、
そ
の
効
果
を
直
接
に
受
け

る
当
事
者
聞
に
お
い
て
は
相
対
的
な
効
力
を
有
す
る
が
、
当
事
者
以
外
の
対
第
三
者
聞
に
お
い
て
は
そ
の
効
果
は
時
効
の
完
成
に
よ
り
絶
対

的
・
確
定
的
に
生
じ
る
か
ら
、
第
三
者
の
時
効
援
用
は
問
題
に
な
ら
な
い
(
第
三
者
は
誰
で
も
時
効
を
主
張
で
き
る
)
と
説
か
れ
る
。

同
実
体
法
的
援
用
と
訴
訟
法
的
援
用
を
区
別
す
る
説
。
四
宮
教
授
は
、
援
用
は
実
体
法
的
・
訴
訟
法
的
二
面
性
を
も

M
V

「
実
体
法
的
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説

援
用
に
つ
い
て
は
、
時
効
を
援
用
す
れ
ば
権
利
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
、
お
よ
び
、
時
効
を
援
用
し
な
け
れ
ば
自
己
の
権
利
が
く
つ

が
え
さ
れ
る
者
(
取
得
時
効
の
場
合
て
あ
る
い
は
、
時
効
を
援
用
す
れ
ば
自
己
の
義
務
や
負
担
を
免
れ
る
こ
と
の
で
き
る
者
(
消
滅
時
効
の

場
合
)
、
と
い
う
基
準
に
よ
る
べ
く
、
訴
訟
法
的
援
用
に
つ
い
て
は
、
時
効
を
主
張
す
る
訴
訟
法
上
の
利
益
を
有
す
る
者
(
時
効
の
効
果
の
発

生
に
よ
っ
て
当
該
訴
訟
に
お
い
て
自
己
に
有
利
な
主
張
を
基
礎
づ
け
る
よ
う
な
立
場
に
あ
る
者
)
で
あ
れ
ば
誰
で
も
よ
い
(
し
た
が
っ
て
、

と
く
に
援
用
権
者
の
範
囲
を
問
題
に
す
る
必
要
が
な
い
ご
と
さ
れ
る
。

的
非
援
用
権
者
の
一
般
的
基
準
を
述
べ
る
説
近
時
、
遠
藤
教
授
は
、
「
時
効
の
制
度
は
非
倫
理
的
色
彩
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
が
、
そ
の
非
倫
理
性
を
少
し
で
も
除
去
し
よ
う
と
つ
と
め
る
」
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
「
時
効
の
援
用
権
者
は
、
時
効
に

よ
っ
て
自
ら
の
義
務
な
り
責
任
な
り
を
免
れ
る
者
に
限
定
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
の
利
益
が
増
進
す
る
よ
う
な
者
は
含
ま
れ

な
い
」
と
し
、
具
体
例
と
し
て
、
債
権
者
は
、
債
務
者
に
対
す
る
他
の
債
権
者
の
債
権
の
消
滅
時
効
を
援
用
で
き
ず
、
ま
た
、
債
権
者
代
位

に
よ
る
援
用
も
認
め
ら
れ
な
い
と
い
わ
れ
る
。

論

星
野
教
授
は
、
援
用
権
者
の
範
囲
の
問
題
は
、
「
問
題
に
な
っ
て
い
る
者
の
類
型
(
保
証
人
か
、
第
三
取
得
者

き
め
細
か
く
考
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
従
来
の
学
説
に
く
ら
べ
、
類
型
的
に
利
益
考
量
す
べ
き
こ
と
を
強
調

す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
近
時
、
こ
の
立
場
を
と
る
も
の
が
ふ
え
つ
つ
あ
り
、
前
記
仰
説
も
こ
の
説
に
通
じ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

例
類
型
的
に
考
え
る
説

か
な
ど
)
に
応
じ
、

ω

上
記
の
学
説
は
、
援
用
権
者
の
範
囲
に
何
ら
の
制
限
を
設
け
な
い
無
制
限
説
と
一
定
の
制
限
を
設
け
る
制
限
説
の

い
ず
れ
か
に
属
す
る
筈
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
い
ず
れ
に
属
す
る
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
も
の
も
あ
る
。
無
制
限
説
に
属
す
る
説
と
し

て
は
怖
の
判
説
・
例
説
・
同
説
に
お
け
る
訴
訟
法
的
援
用
の
基
準
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
ま
た
、

ω説
も
実
質
的
に
は
無
制
限
説

と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
制
限
説
に
属
す
る
説
と
し
て
は
仰
・
例
説
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

M
W
の
附
説
・
同
説
に
お
け
る
実
体
法
的

援
用
の
基
準
は
、
表
現
上
は
制
限
説
の
よ
う
で
あ
る
が
、
無
制
限
説
の
基
準
と
も
な
り
え
な
い
で
は
な
く
、
実
際
に
も
、
援
用
権
の
な
い
第

学
説
の
検
討
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時効の援用権者

三
者
の
具
体
例
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
ず
、
無
制
限
説
に
お
い
て
は
、
無
制
限
説
で
よ
い
と
い
う
こ
と
の
根
拠
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
根
拠
を
確
定
効
果

説
に
も
と
め
る
説
で
は
、
さ
ら
に
、
確
定
効
果
説
で
よ
い
か
が
問
題
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
学
説
は
、
古
く
は
確
定
効
果
説
が
多
数
で
あ
っ

た
が
、
今
日
で
は
不
確
定
効
果
説
が
通
説
で
あ
り
、
近
時
、
消
滅
時
効
の
事
案
で
あ
る
が
、
最
高
裁
も
不
確
定
効
果
説
を
と
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
(
最
判
昭
和
六
一
年
三
月
一
七
日
民
集
四

O
巻
二
号
四
二

O
頁
)
。
私
見
も
、
不
確
定
効
果
説
(
要
件
説
)
を
妥
当
と
考
え
る
の
で
、

確
定
効
果
説
を
根
拠
に
無
制
限
説
を
と
る
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

次
に
、
制
限
説
で
あ
る
が
、
併
の
例
説
の
積
極
的
理
由
と
し
て
は
、
前
掲
判
例
〔
1
〕
と
同
様
の
理
由
を
述
べ
る
も
の
、
あ
る
い
は
、
援

用
の
絶
対
効
を
前
提
に
し
て
間
接
受
益
者
に
も
援
用
を
認
め
る
と
直
接
受
益
者
に
時
効
の
利
益
を
強
い
る
と
い
う
不
当
な
結
果
に
な
る
と
い

う
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
前
者
は
、
前
掲
判
例
〔
日
〕
・
〔
詑
〕
に
よ
る
判
例
変
更
と
そ
れ
を
支
持
す
る
通
説
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

反
対
の
解
釈
も
十
分
成
り
立
つ
。
後
者
も
、
間
接
受
益
者
の
援
用
の
効
果
は
相
対
効
と
解
す
れ
ば
(
近
時
は
通
説
)
解
決
さ
れ
よ
う
。
的
の

ω説
・
同
説
に
お
け
る
実
体
法
的
援
用
の
基
準
は
制
限
説
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
説
は
援
用
権
の
認
め
ら
れ
な
い
第
三
者
の
具
体
例

と
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
附
説
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
注
目
す
べ
き
見
解
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
私
も
こ
の

基
準
を
基
本
的
に
は
妥
当
な
も
の
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
そ
の
根
拠
に
非
倫
理
性
を
持
ち
出
す
こ
と
に
対
し
て
は
、
本
来
の
援
用
権
者
の
援

用
に
も
非
(
反
)
倫
理
性
は
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
非
援
用
権
者
た
る
べ
き
者
に
援
用
を
許
す
こ
と
の
非
倫
理
性
は
程
度
の
差
に
す
ぎ
ず
、

両
者
を
区
別
す
る
根
拠
と
し
て
は
妥
当
で
な
い
と
の
反
論
が
予
想
さ
れ
る
。
や
は
り
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
時
効
制
度
の
存
在
理
由
な

い
し
目
的
か
ら
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
の
方
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
川
説
に
お
い
て
も
、
そ
の
基
準
か
ら
は
排
除
さ

れ
な
い
者
に
つ
い
て
の
個
別
的
検
討
の
余
地
は
残
さ
れ
て
い
よ
う
。

時
効
に
よ
り
不
利
益
を
受
け
る
者
は
、
「
直
接
の
当
事
者
L

に
援
用
さ
れ
れ
ば
や
む
を
え
な
い
の
で
、
無
制
限
説
で
も
特
に

3 

括
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説

不
利
益
を
強
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
消
極
的
理
由
だ
け
で
無
制
限
説
を
と
る
と
、
「
第
三
者
」
に
援
用
権
を
認
め

論

る
の
が
妥
当
か
と
い
う
判
断
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
援
用
権
者
の
範
囲
に
制
限
を
設
け
な
い
無
制
限
説
で
よ
い
か
ど

う
か
は
、
時
効
の
効
果
の
発
生
に
つ
き
確
定
効
果
説
は
と
り
え
な
い
と
す
る
と
、
「
第
三
者
」
全
般
に
わ
た
る
個
別
的
類
型
的
な
検
討
の
後
で

初
め
て
答
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
よ
う
な
検
討
を
不
要
に
す
る
だ
け
の
説
得
力
の
あ
る
無
制
限
説
の
根
拠

は
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
総
合
的
検
討
の
結
果
、
制
限
説
の
方
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
場
合
で
も
、

「
第
三
者
」
の
う
ち
の
あ
る
者
に
ま
で
時
効
の
援
用
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
時
効
に
よ
り
「
直
接
利
益
を
受
け
る
者
」
と
い
う
判
例
の
基

準
は
不
適
当
で
あ
る
。
ひ
と
た
び
「
第
三
者
」
の
う
ち
の
あ
る
者
に
ま
で
援
用
権
者
の
範
囲
を
拡
張
す
る
と
、
「
直
接
利
益
を
受
け
る
者
」
と

い
う
基
準
で
そ
の
限
界
を
画
す
こ
と
は
困
難
と
な
り
、
直
接
・
間
接
の
用
語
は
、
単
に
制
限
説
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
表
わ
す
だ
け
の
、
判

断
基
準
と
し
て
は
実
益
に
乏
し
い
も
の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
次
に
、
具
体
的
な
基
準
の
探
求
お
よ
び
類
型
的
考

察
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

(
1
)
我
妻
栄
『
民
法
総
則
(
民
法
講
義
I
)
』
(
岩
波
書
居
、
昭
和
三
三
年
)
三
四
五
頁
の
説
と
同
じ
。

(
2
)
学
説
は
、
「
当
事
者
」
に
は
時
効
に
よ
り
「
不
利
益
を
受
け
る
者
」
は
含
ま
れ
な
い
と
い
う
が
、
(
判
例
〔
4
〕
に
先
立
つ
学
説
と
し
て
、
鳩
山

秀
夫
『
法
律
行
為
乃
至
時
効
(
註
釈
民
法
全
書
第
二
巻
)
〈
合
本
版
〉
』
(
巌
松
堂
書
底
、
明
治
四
五
年
)
六

O
九
頁
参
照
)
、
そ
れ
は
、
「
不
利
益
を

受
け
る
者
」
の
援
用
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
積
極
的
な
意
味
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は
特
に
問
題
と
な
ら
な
い
と
い
う
消
極
的
な
意
味
で

は
な
か
っ
た
ろ
う
か
(
「
不
利
益
を
受
け
る
者
」
の
援
用
は
、
消
滅
時
効
の
場
合
は
一
種
の
権
利
放
棄
で
あ
り
、
取
得
時
効
の
場
合
は
占
有
者
の
権

利
の
承
認
と
な
ろ
う
)
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
「
不
利
益
を
受
け
る
者
」
が
援
用
し
た
た
め
こ
れ
を
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
案
は
想

定
し
に
く
く
、
し
た
が
っ
て
、
判
例
〔
4
〕
は
そ
の
希
な
例
を
教
え
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
理
論
構
成
に
無
理
の
あ
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
判
例
〔
4
〕
を
見
る
に
、
本
判
決
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

Y
の
債
権
が
時
効
に
よ
り
遡
及
的
に
消
滅
(
民
一
四
四
条
参
照
)
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時効の援用権者

し
た
時
点
か
ら

X
の
Y
に
対
す
る
脱
退
登
録
手
続
請
求
権
の
時
効
が
進
行
す
る
と
の

Y
の
上
告
理
由
に
お
け
る
考
え
を
前
提
と
し
つ
つ
、

Y
に
は

自
己
の
債
権
の
時
効
援
用
権
は
な
い
か
ら
、

X
の
右
請
求
権
の
時
効
は
進
行
を
開
始
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、

Y
が
X
の
右
請
求
権
の
時
効

を
援
用
し
て

X
の
右
請
求
を
拒
む
こ
と
も
で
き
な
い
と
考
え
る
も
の
の
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
、

X
の
右
請
求
権
が
時
効
に
か
か
り
う
る
権

利
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
起
算
点
は

Y
の
債
権
の
弁
済
期
で
あ
り
、

Y
の
債
権
消
滅
と
は
関
係
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

本
件
で
は
、
債
権
者

(Y)
が
自
己
の
債
権
の
時
効
を
援
用
し
て
債
権
の
消
滅
を
主
張
で
き
る
か
は
問
題
と
す
る
必
要
が
な
く
、

X
の
右
請
求
権

に
つ
い
て
の

Y
の
時
効
援
用
に
よ
り

Y
は
勝
訴
し
え
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、

X
の
右
請
求
権
が
被
担
保
債
権
の
消
滅
を
理
由
と
す
る
抵

当
権
設
定
登
記
の
抹
消
登
記
手
続
請
求
権
と
同
様
に
時
効
に
か
か
ら
な
い
権
利
で
あ
る
と
す
る
と
、

Y
が
弁
済
を
受
領
す
れ
ば
勿
論
、
受
領
を
拒

み
自
己
の
債
権
の
消
滅
時
効
を
援
用
し
て
も
そ
れ
は

Y
の
債
権
放
棄
と
な
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も

Y
は
そ
の
債
権
を
担
保
す
る
目
的
の
共
同
鉱
業

権
を
失
い
、

X
は
右
請
求
権
を
行
使
し
う
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
結
局
、
本
件
は
、

Y
の
共
同
鉱
業
権
の
性
質
(
一
種
の
譲
渡
担
保
な
の
か
、
そ
う

だ
と
す
る
と

Y
が
優
先
弁
済
を
受
け
る
方
法
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
)
や

X
の
右
請
求
権
の
根
拠
・
性
質
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
解
し
、
そ
れ
と

の
関
連
で

X
の
右
請
求
権
は
な
お
存
在
し
て
い
る
の
か
、
存
在
し
て
い
る
な
ら
ば
そ
の
消
滅
時
効
を
ど
う
考
え
る
か
が
問
題
で
あ
り
、

Y
に
よ
る

自
己
の
債
権
の
時
効
援
用
の
可
否
が
中
心
問
題
と
な
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
時
効
の
不
利
益
を
受
け
る
者
は
援
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
先
に
述
べ
た
積
極
的
な
意
味
に
解
す
る
と
、
手
形
所
持
人
が
利
得
償

還
請
求
権
を
訴
求
し
た
と
き
に
、
手
形
債
務
者
(
手
形
上
の
権
利
の
消
滅
時
効
に
よ
り
利
益
を
受
け
る
者
)
は
、
自
分
は
手
形
上
の
権
利
の
消
滅

時
効
を
援
用
し
て
い
な
い
と
し
て
右
請
求
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
不
都
合
が
生
じ
か
ね
な
い
。
そ
の
た
め
か
、
判
例
は
、
こ
の
場
合
に
は

民
法
一
四
五
条
は
適
用
さ
れ
ず
、
手
形
債
務
者
に
よ
る
手
形
上
の
権
利
の
消
滅
時
効
援
用
が
な
く
と
も
、
利
得
償
還
請
求
権
が
発
生
す
る
と
い
う

(
①
大
判
大
正
八
年
六
月
一
九
日
民
録
二
五
輯
一

O
五
八
頁
。
原
審
〈
お
そ
ら
く
、
前
掲
判
例
〔

M
〕
〉
は
、
利
得
償
還
請
求
を
す
る
手
形
所
持
人

は
手
形
上
の
権
利
の
消
滅
「
時
効
ヲ
援
用
ス
ル
ニ
付
法
律
上
正
当
ノ
利
益
ヲ
有
ス
ル
者
」
で
あ
る
と
し
た
が
、
本
判
決
は
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
は

不
法
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
民
法
一
四
五
条
の
適
用
は
な
い
と
し
た
う
え
で
、
結
論
と
し
て
は
原
判
決
を
支
持
し
た
)
。
も
っ
と
も
、
②
大
判
明
治

三
八
年
一
一
月
二
五
日
民
録
一
一
輯
一
五
八
一
頁
は
、
時
効
の
援
用
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
手
形
上
の
権
利
の
時
効
消
滅
を
前
提
に
利
得
償
還

請
求
を
認
め
た
原
判
決
は
違
法
で
あ
る
と
し
て
手
形
振
出
入
が
上
告
し
た
の
に
対
し
、
確
定
効
果
説
を
と
る
か
の
よ
う
に
述
べ
た
う
え
で
、
手
形

上
の
権
利
の
時
効
消
滅
に
つ
い
て
は
当
事
者
聞
に
争
い
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
上
告
を
棄
却
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
②
大
判
は
、
民
法
一
四
五
条

を
消
滅
時
効
に
つ
い
て
い
う
と
、
時
効
の
利
益
を
受
け
る
者
が
「
抗
弁
方
法
ト
シ
テ
之
ヲ
利
用
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
」
裁
判
所
は
時
効
に
よ
る
権

北法38(5-6・II・201)1551



説

利
消
滅
の
事
実
を
認
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
も
い
っ
て
い
る
の
で
、
実
質
的
に
も
確
定
効
果
説
を
と
る
も
の
か
は
評
価

の
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
右
①
大
判
と
②
大
判
と
の
関
係
も
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
学
説
は
、
右
①
大
判
を
引
用
し
て
、
「
手
形
債
務
者

が
時
効
を
援
用
し
た
か
ど
う
か
は
問
わ
な
い
」
(
大
隅
健
一
郎
・
河
本
一
郎
『
注
釈
手
形
法
・
小
切
手
法
』
(
有
斐
閣
、
昭
和
五
二
年
)
四
一
五
頁
)

と
か
、
民
法
一
四
五
条
の
適
用
な
し
と
い
う
(
石
井
照
久
著
・
鴻
常
夫
増
補
『
手
形
法
小
切
手
法
(
増
補
版
〈
第
二
版
第
四
刷
〉
)
』
(
勤
草
書
房
、

昭
和
五

O
年
)
一
四
二
頁
)
説
が
支
配
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
時
効
の
効
果
の
発
生
に
つ
き
停
止
条
件
説
(
不
確
定
効
果
説
)
を
と
る

と
す
れ
ば
疑
問
が
あ
る
と
し
て
、
寸
利
得
償
還
の
請
求
を
な
す
手
形
所
持
人
は
時
効
の
利
益
を
援
用
す
る
に
つ
き
正
当
の
利
益
を
有
す
る
者
で
あ

り
、
時
効
援
用
権
者
の
範
囲
を
拡
張
し
て
解
す
べ
き
必
要
あ
る
一
場
合
と
見
う
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
説
も
あ
る
(
浜
田
一
男
「
利
得
償
還
」
鈴
木

竹
夫
・
大
隅
健
一
郎
編
『
手
形
法
・
小
切
手
法
講
座
5
』
(
有
斐
閣
、
昭
和
四

O
年
)
一
四

O
頁
)
。
思
う
に
、
利
得
償
還
請
求
権
の
発
生
要
件
の

一
つ
で
あ
る
手
形
上
の
権
利
の
消
滅
に
つ
き
、
時
効
に
よ
る
消
滅
の
場
合
も
、
遡
及
権
保
全
手
続
欠
紋
の
場
合
と
同
じ
く
手
形
上
の
権
利
は
確
定

的
に
「
消
滅
」
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
し
、
他
方
で
、
時
効
の
効
果
が
発
生
す
る
に
は
援
用
を
要
す
る
と
の
立
場
(
不
確
定
効
果
説
)

を
と
る
と
き
は
、
右
の
浜
田
説
の
よ
う
に
、
手
形
上
の
権
利
者
(
時
効
に
よ
り
不
利
益
を
受
け
る
者
)
に
よ
る
援
用
と
は
い
え
、
や
は
り
援
用
を

要
す
る
と
の
考
え
が
で
て
こ
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
手
形
上
の
権
利
の
時
効
を
理
由
に
利
得
償
還
請
求
を
す
る
場
合
に
は
時
効
が
完
成
し
て
い
れ

ば
よ
く
、
た
と
え
民
法
の
時
効
論
と
の
関
係
で
手
形
上
の
権
利
は
ま
だ
消
滅
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
と
し
て
も
そ
れ
は
か
ま
わ
な
い
と
考
え
る

と
き
は
、
右
①
大
判
や
支
配
的
な
学
説
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
判
例
・
多
数
説
が
、
時
効
に
よ
り
「
不
利
益
を
受
け
る
者
」
の
援
用
は
認

め
ら
れ
な
い
と
の
前
提
に
立
ち
、
た
だ
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
と
妥
当
で
は
な
い
。
そ
の
場
合
は
、
手
形
上
の
権
利

の
消
滅
時
点
は
い
つ
か
と
い
う
新
た
な
理
論
上
の
問
題
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
判
例
・
多
数
説
は
そ
の
よ
う
な
前
提
に
立
つ
べ
き
も
の
で
は
な

く
、
端
的
に
、
利
得
償
還
請
求
を
す
る
前
に
あ
ら
か
じ
め
時
効
が
完
成
し
た
手
形
上
の
権
利
を
行
使
さ
せ
て
も
通
常
は
時
効
を
援
用
さ
れ
て
し
ま

う
た
め
無
駄
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
導
か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
の
理
由
に
よ
っ
て
初
め
て
手
形
上
の
権
利
の
時
効
は
完
成
し
て
い
れ
ば
よ

く
、
必
ず
し
も
時
効
に
よ
り
手
形
上
の
権
利
が
「
消
滅
L

し
て
い
る
必
要
は
な
い
と
の
解
釈
が
無
理
の
な
い
も
の
と
な
ろ
う
。

(3)
富
井
・
前
掲
書
(
ニ
注
4
)
六
三
三
頁
、
鳩
山
・
前
掲
書
(
注
2
)
六
O
八
l
九
頁
、
中
島
玉
吉
『
改
訂
増
補
民
法
釈
義
巻
之
一
総
則
編
』
(
金

刺
芳
流
堂
、
大
正
一
四
年
)
八
ニ
六
頁
、
中
島
弘
道
「
時
効
制
度
の
存
在
理
由
と
構
造
(
二
・
完
)
」
法
学
新
報
六
四
巻
五
号
(
昭
和
三
二
年
)
三

二
四
頁
(
特
定
承
継
人
の
援
用
も
認
め
な
い
(
三
二
八
頁
)
と
い
う
点
で
は
、
最
も
狭
く
解
す
る
説
と
え
よ
う
て
な
ど
。
ま
た
、
川
井
教
授
は
、

「
問
題
と
な
る
法
律
関
係
の
性
質
に
応
じ
て
援
用
権
者
の
範
囲
を
決
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
」
と
し
つ
つ
、
時
効
に
よ
り
不
利
益
を
受
け
る
者

論

北法38(5-6・11・202)1552



時効の援用権者

と
「
直
接
の
法
律
関
係
に
立
つ
」
者
に
援
用
権
を
認
め
る
(
川
島
武
宜
編
『
注
釈
民
法
問
』
(
有
斐
閣
、
昭
和
田
二
年
)
四
六
頁
以
下
〈
川
井
健
執

筆
〉
。
川
井
・
本
文
前
掲
(
判
例
〔
同
〕
の
評
釈
)
七
七
六
頁
、
同
・
本
文
前
掲
(
判
例
〔
印
〕
の
評
釈
)
三

O
頁
も
岡
田
日
)
。
な
お
、
石
外
・
本

文
前
掲
(
判
例
〔
幻
〕
の
評
釈
)
五
五
五
六
頁
は
、
商
事
債
権
に
つ
い
て
は
商
事
取
引
の
要
請
と
の
関
連
で
、
一
般
債
権
に
つ
い
て
は
権
利
者

が
権
利
を
一
定
期
間
内
に
行
使
し
な
い
こ
と
に
対
す
る
制
裁
の
反
射
的
利
益
を
及
ぽ
し
う
る
者
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
消
滅
時

効
を
援
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
第
三
者
の
範
囲
も
定
ま
る
と
し
、
川
井
説
(
川
井
・
本
文
前
掲
(
判
例
〔
日
〕
の
評
釈
)
七
七
六
頁
)
は
、
「
右
の

反
射
的
利
益
の
及
ぶ
範
囲
を
具
体
的
に
定
め
る
一
つ
の
基
準
を
提
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
わ
れ
る
。

(
4
)
森
泉
章
『
新
版
民
法
総
則
講
義
』
(
一
粒
社
、
昭
和
五
二
年
)
二

O
八
頁
。

(5)
柚
木
馨
『
判
例
民
法
総
論
下
巻
』
(
有
斐
閣
、
昭
和
二
七
年
)
三
四
一
|
三
頁
、
三
五
一
頁
参
照
。

(
6
)
柚
木
・
前
掲
書
(
注
5
)
三
五
二
頁
。

(
7
)
我
妻
栄
『
新
訂
民
法
総
則
(
民
法
講
講
義
I
)
』
(
岩
波
書
底
、
昭
和
田

O
年
)
四
四
五
|
六
頁
。
高
島
平
蔵
『
民
法
制
度
の
基
礎
理
論
』
(
敬
文

堂
、
昭
和
六
二
年
)
三
三
二
頁
も
こ
の
説
に
近
い
。

(
8
)
川
島
武
宜
『
民
法
総
則
』
(
有
斐
閣
、
昭
和
四

O
年
)
四
五
四
頁
。
船
橋
誇
一
『
民
法
総
則
(
法
律
学
講
座
)
』
(
弘
文
堂
、
昭
和
二
八
年
)
一
七

六
頁
、
末
弘
巌
太
郎
『
民
法
雑
記
帳
上
(
末
弘
著
作
集
H
)
(第
二
版
)
』
(
日
本
評
論
社
、
昭
和
五
五
年
)
一
七
七
頁
も
こ
の
説
に
近
い
。

(9)
診
保
不
二
雄
「
時
効
の
援
用
及
び
時
効
利
益
の
放
棄
」
法
曹
時
報
五
巻
七
号
(
昭
和
二
八
年
)
三
二

O
頁
、
園
田
格
「
時
効
の
援
用
権
者
に
つ

い
て
の
一
反
省
」
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
法
経
篇
一
輯
(
昭
和
二
八
年
)
七
一
頁
、
遠
藤
浩
「
時
効
の
援
用
・
利
益
の
放
棄
に
つ
い
て
の
再
論

付
」
学
習
院
大
学
法
学
部
研
究
年
報
四
号
(
昭
和
四
三
年
)
二
九
七
頁
以
下
。
た
だ
し
、
遠
藤
教
授
は
後
掲
論
文
(
注
ロ
)
で
自
説
を
修
正
さ

れ
た
。

(
叩
)
四
宮
・
前
掲
書
二
注
l
)
二
九
三
頁
。

(
日
)
四
宮
・
前
掲
書
二
注
1
)
三
二
四
頁
。

(
ロ
)
遠
藤
浩
「
時
効
の
援
用
権
者
の
範
囲
と
債
権
者
代
位
権
に
よ
る
時
効
の
援
用
L

手
形
研
究
=
二
九
号
(
昭
和
五
六
年
)
六
一
一
員
以
下
。

(
日
)
星
野
・
前
掲
論
文
「
時
効
に
関
す
る
覚
書
」
(
一
一
注
2
)
三
O
九
頁
。
教
授
は
ま
た
、
「
根
本
的
に
は
時
効
制
度
の
目
的
を
ど
う
考
え
る
か
と
い

う
価
値
判
断
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
て
」
、
た
と
え
ば
消
滅
時
効
の
援
用
権
者
の
範
囲
は
「
単
に
債
権
者
と
、
当
該
第
三
者
と
の
利
益
考
量
だ
け

の
問
題
に
止
ま
ら
な
い
。
問
題
は
、
時
効
の
効
果
を
広
く
認
め
る
の
が
適
当
か
狭
く
す
る
の
が
適
当
か
と
い
う
価
値
判
断
に
あ
る
L

と
も
い
わ
れ
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る
(
星
野
・
本
文
前
掲
(
判
例
〔
凶
〕
の
評
釈
)
一
四
三
三
頁
)
。

(
H
)
品
川
孝
次
「
時
効
援
用
権
者
の
範
囲
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
昭
和
四
六
年
四
月
号
一
一

l
二
頁
、
野
村
豊
弘
・
本
文
前
掲
(
判
例
〔
泣
〕
の
評
釈
)

一
二
五
四
頁
以
下
、
石
田
喜
久
夫
・
高
橋
三
知
雄
『
補
正
民
法
総
則
講
義
』
(
玄
文
社
、
昭
和
五
八
年
)
一
五
九
頁
、
な
ど
。

(
日
)
柚
木
・
前
掲
書
(
注
5
)
三
五
二
頁
以
下
の
具
体
例
で
は
す
べ
て
に
援
用
を
認
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
時
効
に
よ
り
不
利
益
を
受
け
る
者
は

援
用
権
者
た
り
え
な
い
と
い
う
(
三
五

O
頁)。

(
日
)
四
宮
説
に
お
け
る
実
体
法
的
援
用
と
訴
訟
法
的
援
用
と
の
関
係
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
説
は
、
実
体
法
的
援
用
権
者
の
範
囲
に

は
制
限
が
あ
る
が
、
実
体
法
的
援
用
の
効
果
は
絶
対
効
の
た
め
、
既
に
実
体
法
的
援
用
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
訴
訟
法
的
援
用
権
者
の
範

囲
は
無
制
限
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
(
四
宮
・
前
掲
書
二
注
1
)
三
二
六
頁
は
、
「
実
体
法
的
援
用
権
者
が
時
効
を
援
用
し
た
事
実
は
、

な
に
び
と
に
も
裁
判
上
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
)
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
実
体
法
的
援
用
の
効
果
を
、
「
第

三
者
」
が
援
用
し
た
場
合
も
絶
対
効
と
す
る
点
に
疑
問
が
あ
る
(
後
述
六
参
照
)
。
ま
た
、
実
体
法
的
援
用
の
ほ
か
に
訴
訟
法
的
援
用
が
要
求
さ
れ

る
の
は
、
時
効
の
不
利
益
を
受
け
る
者
に
時
効
中
断
・
停
止
の
存
在
に
つ
い
て
の
抗
弁
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
る
た
め
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
(
同

書
三
二
二
頁
)
。
し
か
し
、
時
効
の
不
利
益
を
受
け
る
者
に
対
す
る
不
意
打
ち
判
決
を
避
け
る
た
め
、
彼
に
抗
弁
提
出
の
機
会
を
与
え
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
む
し
ろ
、
時
効
に
基
づ
く
判
決
を
し
よ
う
と
す
る
裁
判
官
の
釈
明
権
行
使
義
務
と
し
て
把
握
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
時
効
の
援
用
と
時
効
の
効
果
発
生
の
関
係
に
つ
い
て
の
要
件
説
は
、
①
「
消
滅
時
効
が
完
成
す
る
と
、
時
効
援
用
権

が
発
生
し
、
債
権
は
抗
弁
っ
き
債
権
に
類
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
ヘ
②
寸
援
用
の
効
果
は
絶
対
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
」
を
考
え
る
と
、
「
事
態

を
忠
実
に
反
映
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
」
と
い
わ
れ
る
(
同
書
三
二
三
|
四
頁
)
。
し
か
し
、
①
は
援
用
を
「
権
利
取
得
・
義
務
消
滅
」
と
い
う

時
効
の
効
果
の
発
生
要
件
と
解
す
る
こ
と
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
②
は
、
援
用
の
効
果
が
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
(
四
宮
説

は
む
し
ろ
実
体
法
的
援
用
に
つ
い
て
は
絶
対
効
説
を
と
る
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
が
て
そ
れ
は
な
ん
ら
要
件
説
の
妨
げ
と
な
る
こ
と
で
は
な
い
。

援
用
の
効
果
が
相
対
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
相
対
的
な
効
果
が
援
用
を
「
要
件
」
と
し
て
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

(
口
)
柚
木
・
前
掲
書
(
注
5
)
三
五
一
|
二
頁
参
照
。

(
国
)
学
説
の
状
況
お
よ
び
私
見
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
時
効
制
度
」
星
野
英
一
編
集
代
表
『
民
法
講
座
1
民
法
総
則
』

七
七
頁
以
下
参
照
。

(
凹
)
中
島
弘
道
・
前
掲
論
文
(
注
3
)
三
二
五
頁
。

説論

(
有
斐
閣
、

昭
和
五
九
年
)
五
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(
却
)
中
島
玉
吉
・
前
掲
書
(
注
3
)
八
二
七
頁
。

(
幻
)
柚
木
・
前
掲
書
(
注
5
)
三
五
二
頁
は
、
「
直
接
・
間
接
の
用
語
は
極
め
て
あ
い
ま
い
で
あ
っ
て
、

そ
の
意
を
捕
捉
し
難
い
」
と
い
う
。

四

時
効
の
一
元
的
目
的
か
ら
の
排
除
基
準

時効の援用権者

私
見
は
、
ま
ず
、
時
効
は
権
利
の
取
得
・
義
務
の
消
滅
と
い
う
実
体
法
上
の
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
制
度
で
あ
る
と
の
時
効
観
(
実
体
法
説
)

に
立
引
r

こ
の
実
体
法
説
か
ら
見
る
と
、
民
法
は
取
得
時
効
と
消
滅
時
効
と
い
う
こ
元
的
な
法
的
構
成
を
と
っ
て
い
る
が
、
取
得
時
効
も
権

利
者
か
ら
権
利
を
奪
う
と
い
う
点
で
は
消
滅
時
効
と
共
通
す
る
面
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
取
得
時
効
と
消
滅
時
効
に
共
通
す
る
時
効
の
一

元
的
目
的
は
、
現
状
(
事
実
上
権
利
者
で
あ
る
よ
う
な
状
態
、
事
実
上
義
務
の
履
行
を
免
れ
て
い
る
状
態
)
の
維
持
を
法
的
に
正
当
化
す
る

た
め
に
、
義
務
者
を
義
務
か
ら
解
放
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
制
限
説
を
と
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
効
の
目
的
が
、
ま
ず
一

定
の
者
を
排
除
し
て
援
用
権
者
の
範
囲
を
画
す
る
基
準
を
提
供
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
時
効
の
目
的
は
義
務
か
ら
の

解
放
に
あ
る
と
す
る
と
、
遠
藤
教
授
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
援
用
権
は
時
効
の
援
用
に
よ
り
自
己
の
義
務
を
免
れ
る
者
に
だ
け
認
め
れ
ば
よ

く
、
援
用
に
よ
り
自
己
の
利
益
が
増
進
す
る
よ
う
な
者
に
ま
で
認
め
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

右
の
こ
と
が
い
え
る
と
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
、
「
直
接
の
当
事
者
」
(
援
用
権
者
)
の
債
権
者
は
援
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
(
た

だ
し
、
債
権
者
代
位
権
に
よ
る
援
用
の
可
否
の
問
題
は
残
る
。
こ
の
点
は
後
述
五

4
参
照
)
。
具
体
的
に
は
、
①
消
滅
時
効
に
か
か
っ
た
債
権

の
債
務
者
に
対
す
る
他
の
債
権
者
は
、
そ
の
消
滅
時
効
を
援
用
で
き
な
い
(
前
掲
判
例
〔
日
〕
・
〔
M
〕
は
妥
当
)
。
②
後
順
位
抵
当
権
者
は
、

先
順
位
抵
当
権
の
被
担
保
債
権
の
消
滅
時
効
を
援
用
し
て
順
位
上
昇
の
利
益
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
川
「
③
時
効
取
得
し
う
る
占
有
者
に

対
す
る
一
般
債
権
者
は
、
そ
の
取
得
時
効
を
援
用
で
き
な
い
(
抵
当
権
者
(
後
述
五

2ω
③
参
照
)
は
排
除
さ
れ
な
い
。
援
用
が
認
め
ら
れ

れ
ば
、
抵
当
権
の
登
記
抹
消
義
務
を
免
れ
る
と
い
う
法
的
利
益
を
得
る
地
位
に
あ
る
者
だ
か
ら
で
あ
る
)
。

北法38(5-6・II・205)1555



説

右
の
基
準
か
ら
は
排
除
さ
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
類
型
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
、
判
例
に
現
れ
た
事
案
を

中
心
に
、
こ
れ
ま
で
議
論
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
若
干
の
設
例
(
五

2ω
・

ω)
も
加
え
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

E命

(
1
)
訴
訟
法
説
を
採
ら
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
消
滅
時
効
制
度
の
根
拠
と
中
断
の
範
囲
川
L

北
大
法
学
論
集
三
一
巻
一
号
(
昭
和
五
五
年
)

二
七
一
頁
以
下
、
同
・
前
掲
「
時
効
制
度
」
(
三
注
目
)
五
七
三
|
五
頁
参
照
。

(
2
)
こ
こ
で
は
、
他
人
の
物
を
権
限
な
し
に
占
有
す
る
者
が
負
う
返
還
義
務
や
物
上
保
証
人
の
責
任
な
ど
も
含
む
広
い
意
味
で
義
務
と
い
う
言
葉
を

用
い
る
こ
と
に
す
る
。

(3)
取
得
時
効
に
お
い
て
は
さ
ら
に
権
利
の
取
得
が
加
わ
る
。
こ
の
点
を
ど
う
説
明
す
る
か
と
い
う
問
題
は
残
る
(
た
と
え
ば
、
占
有
物
の
返
還
義

務
を
消
滅
さ
せ
る
だ
け
で
は
占
有
物
の
権
利
関
係
が
浮
動
的
な
も
の
と
な
り
確
定
せ
ず
、
現
状
維
持
の
た
め
の
法
的
正
当
化
と
し
て
は
不
十
分
な

の
で
、
さ
ら
に
占
有
者
に
権
利
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
の
説
明
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
)
が
、
そ
の
こ
と
は
、
本
文
の
よ
う

に
時
効
の
目
的
を
二
冗
的
に
理
解
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
の
一
元
的
目
的
か
ら
援
用
権
者
の
排
除
基
準
を
導
く
こ
と
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。

な
お
、
時
効
の
目
的
の
一
元
的
理
解
も
あ
り
う
る
こ
と
と
の
関
連
で
、
取
得
時
効
と
消
滅
時
効
の
類
似
性
な
い
し
共
通
性
に
つ
き
、
フ
ラ
ン
ス

民
法
二
二
六
二
条
(
す
べ
て
の
訴
権
は
一
ニ

O
年
で
時
効
に
か
か
る
と
い
う
規
定
で
あ
る
が
取
得
時
効
と
消
滅
時
効
の
共
適
法
で
あ
る
)
、
川
島
編
・

前
掲
書
(
=
一
注
3
)

一
七
五
頁
(
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
所
有
権
の
消
滅
時
効
制
度
が
大
陸
法
の
取
得
時
効
制
度
の
機
能
を
有
し
て
い
る
と
の
説

明
部
分
)
〈
五
十
嵐
清
執
筆
〉
、
金
山
直
樹
「
フ
ラ
ン
ス
民
法
制
定
前
の
時
効
理
論
肘
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
五
八
号
(
昭
和
六

O
年
)
一
八
八
頁
、

大
木
康
寸
消
滅
時
効
と
取
得
時
効
の
関
係
|
時
効
統
一
論
序
説
」
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
二
五
号
(
昭
和
六
二
年
)
一
一
六

五
頁
・
二
六
七
l
八
頁
、
吉
野
悟
「
歴
史
法
学
以
前
の
ド
イ
ツ
法
学
|
近
世
時
効
史
研
究
に
基
づ
い
て
|
」
河
上
倫
逸
編
『
ド
イ
ツ
近
代
の
意
識

と
社
会
』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、
昭
和
六
二
年
)
六
二
|
三
頁
参
照
。

(
4
)
援
用
権
者
の
範
囲
に
影
響
を
与
え
る
要
素
と
し
て
は
、
時
効
制
度
の
目
的
な
い
し
存
在
理
由
の
他
に
、
援
用
の
法
的
性
質
、
援
用
規
定
の
存
在

理
由
、
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
私
見
で
は
、
援
用
の
法
的
性
質
は
時
効
に
よ
る
権
利
取
得
・
義
務
消
滅
と
い
う
効
果
を
発
生
さ
せ
る
要

件
(
形
成
権
)
と
解
し
た
い
。
ま
た
、
援
用
規
定
の
存
在
理
由
は
、
一
つ
に
は
、
時
効
の
利
益
は
そ
の
利
益
を
受
け
た
い
者
に
だ
け
与
え
る
(
利
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益
の
押
し
つ
け
は
し
な
い
)
と
い
う
こ
と
、
い
ま
一
つ
は
、
時
効
完
成
後
・
援
用
前
の
給
付
も
義
務
の
履
行
と
な
り
、
後
で
時
効
完
成
に
よ
る
義

務
消
滅
を
理
由
に
給
付
し
た
物
(
ま
た
は
価
値
)
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
(
学
説
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
「
時
効
制
度
」
(
=
一
注
凶
)
五
七
七
頁
以
下
参
照
)
。
し
た
が
っ
て
、
私
見
と
す
る
援

用
の
法
的
性
質
や
援
用
規
定
の
存
在
理
由
は
、
少
な
く
と
も
、
援
用
権
者
の
範
囲
を
画
す
る
直
接
の
基
準
を
提
供
す
る
も
の
で
は
な
い
。

(
5
)
本
文
=
一

2
山
刊
参
照
。

(
6
)
結
論
同
旨
、
富
井
・
前
掲
書
(
ニ
注
4
)
六
三
九
頁
。

(
7
)
反
対
、
我
妻
・
前
掲
書
(
三
注
7
)
四
四
五

l
六
頁
(
同
『
新
訂
担
保
物
権
法
(
民
法
講
義

m)』
(
岩
波
書
庖
、
昭
和
四
三
年
)
四
二
二
頁
も

参
照
)
、
川
島
・
前
掲
書
(
=
一
注
8
)
四
五
四
頁
、
幾
代
通
『
民
法
総
則
〔
第
二
版
〕
』
(
青
林
書
院
新
社
、
昭
和
五
九
年
)
五
三
九
頁
。
な
お
、
後

順
位
抵
当
権
者
は
先
順
位
抵
当
権
の
被
担
保
債
権
の
消
滅
時
効
を
援
用
で
き
る
と
す
る
と
、
た
と
え
ば
、
三
番
抵
当
権
者
だ
け
が
一
番
抵
当
権
の

被
担
保
債
権
の
消
滅
時
効
を
援
用
し
た
場
合
の
各
抵
当
権
者
相
互
の
法
律
関
係
を
ど
う
解
す
る
か
と
い
う
問
題
も
で
て
こ
よ
う
。

五

非
排
除
者
の
類
型
的
考
察

類
型
的
考
察
に
際
し
て
の
基
本
的
視
点
「
直
接
の
当
事
者
」
が
時
効
を
援
用
す
れ
ば
、
「
直
接
の
当
事
者
」
の
権
利
取
得
・
義
務

消
滅
に
基
づ
き
「
第
三
者
」
も
利
益
を
受
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
直
接
の
当
事
者
」
が
「
第
三
者
L

の
た
め
に
援
用
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
関
係
に
あ
る
場
合
に
は
、
一
方
、
「
第
三
者
」
の
た
め
に
援
用
す
べ
き
で
あ
る
が
、
他
方
、
「
直
接
の
当
事
者
」
の
援
用
は
彼
自
身
に

も
時
効
利
益
が
帰
属
し
て
し
ま
い
、
「
直
接
の
当
事
者
L

に
は
時
効
の
利
益
を
受
け
る
か
否
か
の
自
由
、
す
な
わ
ち
、
援
用
す
る
か
否
か
の
自

l 

時効の援用権者

由
が
あ
る
か
ら
、
「
直
接
の
当
事
者
」
に
援
用
を
強
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
に
、
直
接
「
第
三
者
」
に
援
用
権
を
与
え
る
必
要
が
で
て

く
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
直
接
の
当
事
者
L

が
「
第
三
者
」
の
た
め
に
時
効
を
援
用
す
べ
き
関
係
に
あ
る
か
否
か
が
、
「
第
三
者
」
の
援
用
権

の
有
無
の
主
た
る
基
準
に
な
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
援
用
す
べ
き
関
係
に
な
い
場
合
で
も
、
他
に
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
き
は
「
第
三
者
」
に

援
用
を
認
め
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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説論

取
得
時
効
の
場
合
川
寸
直
接
の
当
事
者
L

か
ら
権
利
の
設
定
ま
た
は
移
転
を
受
け
た
「
第
三
者
」
は
「
直
接
の
当
事
者
」
の
取

得
時
効
を
援
用
で
き
る
か
。
こ
の
類
型
を
次
の
①
|
③
の
設
例
で
検
討
す
る
が
、
い
ず
れ
も
、

A
所
有
の
土
地
を
占
有
し
て
い
た

B
の
も
と

で
取
得
時
効
が
完
成
し
た
が
、

B
は
取
得
時
効
を
援
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

①
B
か
ら
そ
の
地
上
に
あ
る

B
所
有
の
建
物
を
賃
借
し
て
い
る
C
・
使
用
貸
借
契
約
に
よ
り
使
用
し
て
い
る

D
・
買
受
け
た
E
。

②
B
か
ら
そ
の
土
地
を
使
用
貸
借
契
約
に
よ
り
使
用
し
て
い
る
F
・
賃
借
し
て
い
る
G
・
地
上
権
の
設
定
を
受
け
て
い
る

H
。

③
B
か
ら
そ
の
土
地
の
上
に
抵
当
権
の
設
定
を
受
け
た

I
。

2 ま
ず
、
判
例
・
学
説
の
状
況
を
述
べ
て
お
く
。

C
に
つ
き
、
判
例
〔
却
〕
は
「
直
接
利
益
を
受
け
る
者
」
で
は
な
い
と
し
て
否
定
。
豊
水
・

前
掲
(
判
例
〔
却
〕
の
解
説
)
一
八
八
七
頁
は
、
判
例
の
基
準
(
直
接
受
益
者
説
)
か
ら
は
当
然
と
い
う
。
金
山
・
前
掲
(
判
例
〔
却
〕
の

評
釈
)
一

O
二
一
頁
は
、

C
に
援
用
を
認
め
て
も
、

C
が
建
物
の
賃
借
権
を
直
接
A
に
対
し
て
有
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を

主
た
る
理
由
と
し
て
判
例
〔
却
〕
の
結
論
に
賛
成
す
る
。

F
に
つ
き
、
前
掲
判
例
〔
却
〕
は
否
定
。
理
由
は
、

F
は
無
償
で
使
用
す
る
者
で
あ
る
か
ら
、

H
ゃ
ー
な
ど
の
「
時
効
の
援
用
に
よ
り
そ

の
物
に
つ
き
物
権
を
取
得
す
る
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
者
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
法
律
的
地
位
は
強
固
な
も
の
で
な
く
、

A
と
の
利
害
考

量
の
見
地
に
立
っ
て
も
、
特
に

F
を
優
先
し
て
保
護
す
べ
き
法
律
上
の
必
要
性
に
乏
し
い
L

と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
「
仮
に
援
用
権
を
認
め
る

と
す
る
と
、
時
効
の
援
用
の
相
対
効
か
ら
使
用
貸
借
関
係
は
A
と
の
聞
に
引
き
継
が
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
で
は
債
権
契
約
の
う
ち
で
も
、
と

り
わ
け
そ
の
無
償
性
か
ら
緊
密
な
人
間
関
係
を
必
要
と
す
る
使
用
貸
借
契
約
の
本
旨
に
も
反
し
、
不
合
理
な
法
律
関
係
を
招
来
す
る
」
と
い

う
こ
と
に
あ
る
。

G
に
つ
き
、
前
掲
判
例
〔
出
〕
は
援
用
権
者
の
範
囲
を
広
く
解
す
る
一
般
的
基
準
を
述
べ
た
う
え
で

だ
し
、
福
地
・
前
掲
本
判
決
評
釈
は
、
事
実
関
係
の
認
定
は
詳
細
で
あ
り
、
そ
れ
が
利
害
考
量
の
重
要
な
基
礎
に
な
っ
た
も
の
の
よ
う
に
思

(
特
に
そ
の
理
由
づ
け
は
な
し
。
た
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わ
れ
る
と
い
う
)
肯
定
す
る
が
、
判
例
〔
詑
〕
は
否
定
す
る
(
判
例
〔
加
〕
を
引
用
し
て
、
間
接
に
利
益
を
受
け
る
者
で
あ
る
、
と
の
理
由

に
よ
る
)
。
学
説
に
は
判
例
〔
況
〕
に
先
立
ち
肯
定
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
豊
水
・
前
掲
(
判
例
〔
却
〕
の
解
説
)
一
八
八
六
頁
は
、

B
は
援

用
せ
ず
G
だ
け
が
援
用
し
た
場
合
、
こ
れ
を
認
め
る
と
、
「
G
は、

A
お
よ
び

B
の
両
者
と
の
こ
重
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
た
と
い
う
結
果

を
認
め
る
こ
と
と
な
り
、
矛
盾
抵
触
す
る
法
律
関
係
が
生
ず
る
こ
と
と
な
る
」
と
し
て
否
定
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
福
地
・
前
掲
(
判
例
〔
担
〕

の
評
釈
)
一
九
頁
は
、

B
が
時
効
を
援
用
し
な
い
で
お
り
な
が
ら
、
後
で
G
に
対
し
て
賃
貸
人
と
し
て
の
権
利
を
主
張
す
る
な
ど
と
い
う
こ

と
は
ま
ず
あ
り
え
な
い
か
ら
、
「
二
つ
の
賃
貸
借
聞
の
矛
盾
抵
触
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
心
配
す
る
必
要
が
な
く
」
、
ま
た
、
「
A
と
G
と
の

間
の
賃
料
や
借
地
条
件
も
、
借
地
法
の
原
則
に
準
拠
し
て
処
理
す
れ
ば
不
都
合
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
肯
定
。

H
に
つ
き
、
判
例
〔
担
〕
は
傍
論
で
肯
定
す
る
。

H
・
I
に
つ
き
、
判
例
〔
犯
〕
は
傍
論
で
否
定
。
古
く
学
説
は
否
定
に
解
し
た
が
近
時

は
肯
定
す
る
も
の
が
多
い
。

時効の援用権者

思
う
に
、
権
利
を
設
定
・
移
転
し
た
者

(B)
は
、
そ
の
権
利
の
設
定
を
受
け
た
者

(
C
・
D
・
F
・
G
・
H
・
I
)
や
移
転
を
受
け
た

者

(E)
に
対
し
て
、
そ
の
権
利
を
確
定
的
に
取
得
さ
せ
る
義
務
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、

B
は
C
ら
の
た
め
に
時
効
を
援
用

す
べ
き
関
係
に
あ
る
か
ら
、

C
ら
に
援
用
権
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

C
ら
が
対
抗
要
件
を
備
え
て
い
る
か
ど
う
か
、
あ
る

い
は
、
権
利
の
設
定
・
移
転
が
時
効
完
成
の
前
で
あ
っ
た
か
後
で
あ
っ
た
か
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
使
用
借
主
D
・
F
に
つ

い
て
は
、

B
が
返
還
請
求
で
き
る
場
合
(
民
五
九
七
条
参
照
)
に
は
援
用
権
な
し
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ω
前
主
(
「
第
三
者
」
)
は
後
主
(
「
直
接
の
当
事
者
L
)

の
も
と
で
完
成
し
た
取
得
時
効
を
援
用
で
き
る
か
。
こ
の
類
型
を
次
の
設
例
で

検
討
す
る
。

①
A
所
有
の
土
地
を
自
主
占
有
し
て
い
た

B
が
そ
の
土
地
を
C
に
譲
渡
し
、

C
の
も
と
で
時
効
が
完
成
し
た
後
で

A
が
B
に
対
し
不
当
利

の
返
還
ま
た
は
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
し
て
き
た
場
合
、

B
は
取
得
時
効
を
援
用
し
て

A
の
請
求
を

得
(
譲
渡
代
金
)
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説

退
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

論

②
A
所
有
の
土
地
を
善
意
有
過
失
で
自
主
占
有
し
て
い
た

B
が
、
占
有
開
始
時
の
一
五
年
後
か
ら
そ
の
土
地
を
貸
駐
車
場
と
し
て
使
用
し

続
け
て
い
た
が
、
そ
れ
か
ら
三
年
後
に
、
そ
の
土
地
を
C
に
売
却
し
た
。
そ
れ
か
ら
五
年
後
、

A
が
B
に
対
し
て
駐
車
場
料
金
と
し
て

得
た
利
益
は
不
当
利
得
で
あ
る
と
し
て
そ
の
返
済
を
請
求
し
て
き
た
場
合
、

と
が
で
き
る
か
。

B
は
C
の
取
得
時
効
を
援
用
し
て
こ
の
請
求
を
退
け
る
こ

①
で
は
、
不
当
利
得
の
返
還
請
求
権
な
い
し
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
が
譲
渡
時
だ
と
す
る
と
、
右
請

求
権
の
時
効
完
成
前
の
時
点
で
は

B
に
取
得
時
効
の
援
用
権
を
認
め
る
実
益
が
あ
る
。
②
で
も
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
消
滅
時
効
は
完

成
し
て
い
な
い
の
で
、
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
後
主

(C)
が
援
用
し
て
い
れ
ば
、
時
効
の
効
果
の
遡
及
効
(
民
法
一
四
四
条
)

か
ら
、
前
主

(
B
)
は
占
有
当
時
所
有
者
で
あ
っ
た
と
い
う
扱
い
を
う
け
、
不
当
利
得
な
い
し
不
法
行
為
も
発
生
し
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、

B
に
は
時
効
援
用
の
利
益
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

C
が
B
の
た
め
に
時
効
を
援
用
す
べ
き
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

C
は
譲
受
人
で
あ
る
か
ら
、
有
効
に
所
有
権
が
移
転
し
た
の
で
な
け
れ
ば
、

C
の
み
な
ら
ず
B
も
目
的
物
を

A
(真
の
所
有
者
)
に
返
還
す

べ
き
で
あ
る
と

C
が
考
え
る
こ
と
は
正
当
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

C
は
B
の
た
め
に
時
効
を
援
用
す
べ
き
関
係
に
は
な
い
と
い
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
関
係
に
は
な
い
と
し
て
も
、
先
に
述
べ
た
時
効
の
目
的
を
正
当
化
す
る
根
拠
二
定
期
間
経
過
に
よ
る
義

務
か
ら
の
解
放
の
要
請
)
に
照
ら
す
と
、

A
の
権
利
行
使
ま
で
に
は
、

B
が
そ
の
ま
ま
占
有
を
継
続
し
て
い
た
な
ら
ば
時
効
が
完
成
し
た
だ

け
の
時
聞
が
同
じ
く
経
過
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
譲
渡
時
が
時
効
完
成
前
で
あ
っ
て
も

B
は
時
効
の
利
益
に
与
か
る
こ
と
が
で
き
る
と

解
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、

B
が
た
ま
た
ま
時
効
完
成
前
に
譲
渡
し
た
と
い
う
だ
け
で
時
効
完
成
後
に
譲
渡

し
た
場
合
に
比
べ

B
を
不
利
に
扱
う
の
は
妥
当
で
は
な
く
、
①
・
②
と
も

B
に
時
効
の
援
用
権
を
認
め
て
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ω
取
得
時
効
完
成
前
に
滅
失
し
た
物
に
対
す
る
時
効
の
援
用
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
う
る
か
。

た
と
え
ば
、

A
所
有
の
土
地
建
物
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を
善
意
有
過
失
で
自
主
占
有
し
て
い
た
B
が
、
占
有
開
始
時
か
ら
一
五
年
後
に
建
物
を
取
壊
し
て
新
築
し
た
後
、
引
き
続
き
土
地
を
占
有
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
か
ら
七
年
後
に
A
が
建
物
破
壊
に
よ
る
損
害
賠
償
を
請
求
し
て
き
た
場
合
、

B
は
旧
建
物
の
取
得
時
効
を
援
用
し
て

こ
の
請
求
を
退
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

時効の援用権者

A
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
起
算
点
は

B
の
建
物
取
壊
時
で
あ
る
と
す
る
と
、
右
請
求
権
の
消
滅
時
効
は
完
成
し
て
お
ら
ず
、

B
に
取
得
時

効
の
援
用
を
認
め
る
実
益
が
あ
る
。
ま
た
、

B
の
建
物
取
壊
時
が
建
物
の
取
得
時
効
完
成
の
前
か
後
か
で
時
効
援
用
権
の
有
無
が
き
ま
る
と

い
う
の
は
妥
当
で
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
凶
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
て
は
ま
ろ
う
。
し
か
し
、
本
設
例
は
「
直
接
の
当
事
者
」
の

援
用
、
す
な
わ
ち
、
「
直
接
の
当
事
者
L

に
お
け
る
時
効
完
成
そ
れ
自
体
が
問
題
に
な
る
点
で

ω・
ωと
異
な
る
。

ω・
ωの
場
合
は
「
直
接

の
当
事
者
」
の
時
効
は
完
成
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
は
時
効
完
成
前
に
目
的
物
が
滅
失
し
て
い
る
た
め
、
土
地
に
つ
い
て
は
取
得
時
効
が

完
成
し
て
い
る
も
の
の
、
建
物
に
つ
い
て
は
取
得
時
効
が
完
成
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
も

B
を
免
責
す
べ
き

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
建
物
取
壊
に
よ
る
損
害
賠
償
債
務
は
建
物
返
還
義
務
の
変
形
で
あ
る
か
ら
、
取
得
時
効
の
起
算
点
と
同
じ

時
点
(
占
有
開
始
時
)
か
ら
消
滅
時
効
の
進
行
が
始
ま
る
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
を
前
の
時
点
に
ず
ら
す
と
か
、

取
得
時
効
の
完
成
に
準
じ
た
援
用
を
認
め
る
な
ど
の
解
釈
を
探
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

3

消
滅
時
効
の
場
合

ω
保
証
人
・
連
帯
保
証
人
は
主
た
る
債
務
の
消
滅
時
効
を
援
用
で
き
る
か
。
判
例
(
保
証
人
に
つ
き
前
掲

判
例
〔
2
〕・〔
3
〕
・
〔
叩
〕
・
〔
日
〕
、
連
帯
保
証
人
に
つ
き
前
掲
判
例
〔
8
〕・〔
9
〕
)
・
通
新
)
は
肯
定
す
る
が
、
有
力
な
反
対
説
も
あ
お
r

思
う
に
、
ま
ず
、
主
た
る
債
務
者
と
彼
の
依
託
を
受
け
て
保
証
人
(
連
帯
保
証
人
)
に
な
っ
た
者
と
の
聞
に
は
、
本
来
、
主
た
る
債
務
者

が
自
ら
弁
済
し
て
保
証
債
務
を
免
れ
さ
せ
る
べ
き
関
係
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
主
た
る
債
務
者
は
委
託
を
受
け
た

保
証
人
の
た
め
に
時
効
を
援
用
す
べ
き
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
か
ら
、
依
託
を
受
け
た
保
証
人
に
は
主
た
る
債
務
の
時
効
援
用
権
あ
り
と
し

て
よ
い
と
解
さ
れ
る
。
次
に
、
主
た
る
債
務
者
の
依
託
を
受
け
ず
に
保
証
人
に
な
っ
た
者
に
つ
い
て
も
、
保
証
債
務
の
附
従
性
か
ら
、
債
権
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者
は
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
よ
り
も
時
間
的
制
限
に
お
い
て
有
利
な
権
利
を
保
証
人
に
対
し
て
有
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
な
ら

ば
、
や
は
り
時
効
援
用
権
を
認
め
て
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
保
証
人
に
主
た
る
債
務
の
時
効
援
用
権
を
認
め
て
も
、
通
常
は
、
保
証
債
務
(
連
帯
保
証
債
務
)
も
主
た
る
債

務
も
同
時
に
時
効
が
完
成
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
は
、
保
証
債
務
自
体
の
時
効
を
援
用
す
れ
ば
よ
い
か
ら
、
特
に
主
た
る
債
務
の
時
効

援
用
権
を
問
題
と
す
る
必
要
は
な
い
。
こ
れ
を
問
題
と
す
る
実
益
が
あ
る
の
は
、
保
証
債
務
の
時
効
は
中
断
の
た
め
完
成
し
て
い
な
い
が
主

た
る
債
務
の
時
効
は
完
成
し
て
い
る
場
合
、
保
証
債
務
に
つ
い
て
は
時
効
利
益
を
放
棄
し
た
が
、
主
た
る
債
務
の
時
効
は
完
成
し
て
い
る
場

合
(
前
掲
判
例
〔
8
〕
)
、
な
ど
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
保
証
人
が
主
た
る
債
務
を
援
用
す
る
実
益
の
あ
る
場
合
と
の
関
係
で
考
え
る
と
、
た
と

え
ば
、
保
証
人
が
自
己
の
保
証
債
務
に
つ
い
て
債
務
の
承
認
を
し
た
り
時
効
利
益
を
放
棄
し
て
お
り
な
が
ら
、
後
で
主
た
る
債
務
の
時
効
を

援
用
で
き
る
と
し
て
よ
い
か
は
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
一
般
的
に
援
用
権
を
否
定
す
べ
き
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
、
事
案
に

よ
っ
て
は
、
信
義
則
等
に
よ
り
否
定
す
べ
き
場
合
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

ω
物
上
保
証
人
は
被
担
保
債
権
の
消
滅
時
効
を
援
用
で
き
る
か
。
大
審
院
は
否
定
し
て
い
た
(
前
掲
判
例
〔
1
〕
[
傍
論
]
)
が
、
最
高

裁
は
こ
れ
を
変
更
し
た
(
前
掲
判
例
〔
国
〕
)
。
通
説
は
肯
定
す
る
市
反
対
説
も
あ
お
r

思
う
に
、
債
務
者
の
依
託
に
よ
り
物
上
保
証
を
し
た
場
合
、
お
よ
び
、
依
託
な
し
に
物
上
保
証
し
た
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
、

ωで
述

べ
た
と
同
様
の
理
由
が
あ
て
は
ま
る
の
で
肯
定
さ
れ
る
。
な
お
、
物
上
保
証
人
が
抵
当
権
設
定
者
の
と
き
は
民
法
三
九
六
条
が
適
用
さ
れ
る
。

同
条
が
、
債
務
者
お
よ
び
抵
当
権
施
設
者
は
被
担
保
債
権
の
時
効
消
滅
に
伴
う
抵
当
権
の
消
滅
を
主
張
で
き
る
だ
け
で
、
抵
当
権
の
み
の
時

効
消
滅
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
抵
当
権
設
定
者
で
あ
る
物
上
保
証
人
に
は
民
法

の
規
定
上
も
被
担
保
債
権
の
消
滅
時
効
の
援
用
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ω
抵
当
不
動
産
(
担
保
目
的
物
)
の
第
三
取
得
者
は
被
担
保
債
権
の
消
滅
時
効
を
援
用
で
き
る
か
。

説論

大
審
院
は
否
定
し
て
い
た
(
前
掲
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判
例
〔
1
〕
・
〔
ロ
〕
・
〔
国
〕
)
が
、
最
高
裁
は
こ
れ
を
変
更
し
た
(
前
掲
判
例
〔
幻
〕
)
。
通
説
は
肯
定
す
る
が
、
第
三
取
得
者
の
出
現
が
被
担

保
債
権
の
消
滅
時
効
完
成
の
前
(
否
定
)
か
後
(
肯
定
)
か
を
重
視
す
る
説
も
あ
る
。

思
う
に
、
権
利
(
担
保
目
的
物
の
所
有
権
)
を
移
転
し
た
場
合
は
移
転
を
受
け
た
者
の
た
め
に
時
効
を
援
用
す
べ
き
関
係
に
あ
り
(
前
述

2ω
参
照
)
、
そ
れ
は
権
利
の
移
転
(
抵
当
不
動
産
の
譲
渡
)
が
時
効
完
成
の
前
か
後
か
で
異
な
ら
な
い
か
ら
、
権
利
移
転
が
時
効
完
成
の
前

か
後
か
に
か
か
わ
り
な
く
肯
定
し
て
よ
い
と
解
す
る
。
な
お
、
右
の
理
由
づ
け
は
権
利
を
移
転
し
た
者
が
「
直
接
の
当
事
者
」
の
場
合
、
す

な
わ
ち
、
債
務
者
が
自
分
の
不
動
産
上
に
抵
当
権
を
設
定
し
て
い
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
「
第
三
者
」
の
場
合
、
す
な
わ
ち
、
物
上
保
証
人
が

そ
の
抵
当
不
動
産
を
譲
渡
し
た
場
合
に
も
あ
て
は
ま
る
。

川
間
借
称
相
続
人
か
ら
の
第
三
取
得
者
は
相
続
回
復
請
求
権
の
消
滅
時
効
を
援
用
で
き
る
か
。
旧
法
(
民
旧
九
六
六
条
)
下
の
大
審
院
判

例
(
前
掲
判
例
〔
6
〕
)
は
否
定
す
る
が
、
現
行
法
(
民
八
八
四
条
)
下
で
は
、
肯
定
す
る
下
級
裁
判
所
判
決
が
続
い
て
い
る
(
前
掲
判
例
〔
幻
〕
・

〔
却
〕
・
〔
却
〕
)
な
ど
)
。
近
時
の
学
説
は
肯
定
説
が
通
説
と
い
え
よ
う
。

思
う
に
、
旧
法
下
に
お
い
て
は
、
家
督
制
度
の
目
的
や
家
督
相
続
回
復
請
求
権
が
設
け
ら
れ
た
趣
旨
等
を
特
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
現
行
法
下
で
は
、
前
記

2ω
の
場
合
と
同
じ
理
由
で
肯
定
し
て
よ
い
と
解
す
る
。

ω
債
権
者
代
位
に
お
け
る
第
三
債
務
者
は
債
権
の
消
滅
時
効
を
援
用
で
き
る
か
。

接
利
益
を
受
け
る
者
」
で
は
な
い
と
し
て
否
定
す
る
も
の
が
あ
る
。

下
級
裁
判
所
の
判
決
(
前
掲
判
例
〔
お
〕
)
に
、
「
直

時効の援用権者

思
う
に
、
債
務
者
は
第
三
債
務
者
の
債
務
を
免
れ
さ
せ
る
べ
き
関
係
に
な
い
か
ら
、
彼
の
た
め
に
時
効
を
援
用
す
べ
き
関
係
に
も
な
い
。

ま
た
、
第
三
債
務
者
は
債
務
者
に
債
務
を
履
行
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
援
用
を
認
め
な
く
と
も
特
に
不
利
な
扱
い
を
す
る
こ
と
に
は
な

ら
ず
、
第
三
債
務
者
に
援
用
を
認
め
る
べ
き
特
別
の
理
由
も
見
い
だ
し
難
い
。
し
た
が
っ
て
、
援
用
で
き
な
い
と
解
す
る
。

詐
害
行
為
に
お
け
る
受
益
者
は
債
権
者
取
消
権
者
の
債
権
の
消
滅
時
効
を
援
用
で
き
る
か
。

(6) 

判
例
(
前
掲
判
例
〔
5
〕)

は
否
定
す
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説

る
が
、
学
説
は
肯
定
説
が
通
説
で
あ
る
。

思
う
に
、
権
利
の
設
定
・
移
転
・
弁
済
等
を
受
益
者
の
た
め
に
し
た
債
務
者
は
、
受
益
者
と
の
関
係
で
は
そ
の
権
利
の
設
定
等
を
確
実
な

も
の
と
す
る
義
務
が
あ
る
か
ら
、
受
益
者
の
た
め
に
援
用
す
べ
き
関
係
に
あ
る
と
い
え
、
し
た
が
っ
て
、
肯
定
さ
れ
る
と
解
す
る
。
詐
窓
口
行

為
を
し
た
受
益
者
が
時
効
の
利
益
を
受
け
る
こ
と
に
対
す
る
非
難
か
ら
援
用
権
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
「
直
接
の
当
事
者
L

で
あ
る

債
務
者
の
援
用
権
自
体
を
も
否
定
す
べ
き
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
お
う
。

4

債
権
者
代
位
権
に
よ
る
時
効
の
援
用
次
の
設
例
で
検
討
す
る
。

①

C
の
土
地
を
時
効
取
得
し
う
る

B
の
債
権
者
A
は
債
権
者
代
位
権
に
基
づ
い
て
取
得
時
効
を
援
用
で
き
る
か
。

②

B
の
債
権
者
A
は、

B
が
C
に
対
し
て
負
っ
て
い
る
債
務
の
消
滅
時
効
を
債
権
者
代
位
権
に
基
づ
い
て
援
用
で
き
る
か
。

③
右
②
に
お
い
て
、

A
の
B
に
対
す
る
債
権
の
消
滅
時
効
も
完
成
し
て
い
る
場
合
は
ど
う
か
。

判
例
(
前
掲
判
例
〔
凹
〕
[
②
の
事
案
]
)
・
通
説
と
も
に
肯
定
す
る
が
、
否
定
説
も
あ
る
。

思
う
に
、
前
述
し
た
援
用
権
者
の
排
除
基
準
が
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
①
l
③
と
も
否
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
債

権
者
代
位
権
制
度
の
存
在
理
由
か
ら
、
例
外
的
に
肯
定
さ
れ
る
と
の
解
釈
も
あ
り
え
な
い
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
そ
こ
ま
で
の
検
討
は
で

き
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
、
公
平
の
観
点
か
ら
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
ま
ず
、
援
用
権
は
債
務
者
の
一
身
専
属
権
で
は
な
い
と
し
て
も
、
②

の
場
合
、

C
の
債
権
に
つ
い
て
消
滅
時
効
が
完
成
し
て
い
よ
う
と
も
、

A
と
C
の
間
で
は
、

A
も
C
も
B
に
対
す
る
債
権
者
と
し
て
は
法
律

上
対
等
の
地
位
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
否
定
に
解
し
た
い
。
③
の
場
合
も
、
②
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
が
、
前
記
3
の
同
が
否
定
に
解

さ
れ
る
と
す
る
と
、
代
位
行
使
の
早
い
者
勝
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
と
も
い
え
る
。
①
の
場
合
は
、

B
の
そ
の
土
地
を
C
に
返
還
す
る
自
由
と
、

B
は
A
に
対
し
て
は
債
務
を
履
行
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
い
ず
れ
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
か
の
判
断
に
か
か
っ
て
こ
よ
う
。

B
は
A
に

対
し
て
そ
の
土
地
自
体
に
つ
き
時
効
を
援
用
し
て
所
有
権
を
取
得
さ
せ
る
べ
き
関
係
に
は
な
い
が
、
無
資
力
で
あ
る
点
で
弁
済
の
た
め
援
用

論

北法38(5-6・II・214)1564



す
べ
き
関
係
に
あ
る
と
も
思
わ
れ
る
。
結
論
は
留
保
し
た
い
が
、
少
な
く
と
も
、
①
は
債
権
者
ど
う
し
が
対
立
す
る
②
・
③
と
は
類
型
を
異

に
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
②
・
③
の
場
合
に
は
代
位
行
使
を
否
定
し
な
が
ら
①
の
場
合
に
は
肯
定
す
る
と
の
解
釈
も
な
り
た
ち
う
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

時効の援用権者

(
1
)
こ
の
点
に
つ
き
、
判
例
時
報
五
六
一
号
六
六
頁
(
本
判
決
の
匿
名
解
説
)
は
、
正
当
に
も
、

F
に
時
効
援
用
を
認
め
て
も
使
用
貸
借
関
係
が

B

F
か
ら
A
F
に
移
転
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
指
摘
す
る
。

(
2
)
幾
代
・
前
掲
書
(
四
注
7
)
の
初
版
(
昭
和
四
四
年
)
五
三
八
頁
。

(3)
鳩
山
・
前
掲
書
(
三
注
2
)
六一

O
頁
、
穂
積
重
遠
『
民
法
総
則
(
新
法
学
全
集
)
』
(
日
本
評
論
社
、
昭
和
一
一
年
)
四
四
九
頁
。

(
4
)
我
妻
・
前
掲
書
(
一
一
一
注
7
)
四
四
六
頁
、
幾
代
・
前
掲
書
(
四
注
7
)
五
三
八
頁
。

(5)
福
地
・
本
文
前
掲
(
判
例
〔
氾
〕
の
評
釈
)
一
九
頁
は
、
「
他
人
の
所
有
地
を
G
に
賃
貸
し
た
B
は
、
他
人
の
物
の
売
主
と
同
じ
担
保
責
任
を
負

担
す
る
の
で
あ
り
(
民
法
五
五
九
条
。
五
六

O
条
・
五
六
二
条
て
そ
の
B
が
G
と
は
無
関
係
に
時
効
利
益
を
放
棄
す
る
こ
と
な
ど
は
、

G
に
た
い

す
る
債
務
不
履
行
で
あ
る
」
と
い
い
、
金
山
・
本
文
前
掲
(
判
例
〔
却
〕
の
評
釈
)
一

O
二
O
頁
も
、
「
B
は
H
・
ー
ら
に
た
い
し
確
定
的
な
権
利

を
取
得
さ
す
義
務
を
負
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

(
6
)
C
(ら
)
に
援
用
権
を
認
め
た
場
合
の
法
律
関
係
で
あ
る
が
、

A
と
B
・
B
と
C
と
の
法
律
関
係
に
変
動
は
な
い
、
す
な
わ
ち
、

B
C
聞
の
法

律
関
係
が
A
C
聞
の
法
律
関
係
に
移
転
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
(
判
例
〔
却
〕
お
よ
び
注
1
参
照
)
。
そ
う
す
る
と
、
た
と
え
ば
、

C
が
時

効
を
援
用
す
る
と
、
「
C
は
家
賃
を
B
に
支
払
い
、

B
は
A
に
対
し
建
物
収
去
土
地
明
渡
義
務
を
負
い
な
が
ら
、
そ
の
履
行
を
し
な
い
ま
ま
に
地
代

相
当
額
を
不
当
利
得
ま
た
は
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
と
し
て
支
払
う
べ
き
こ
と
に
な
り
、
通
常
の
場
合
、

B
は
差
益
を
収
取
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
」
と
い
う
、
「
複
雑
か
つ
不
愉
快
な
法
律
関
係
が
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
」
(
引
用
文
は
、
鎌
田
薫
・
判
例
評
論
二
九
六
号
一
三
頁

[
A

の
土
地
の
仮
装
譲
受
人
B
か
ら
そ
の
土
地
上
の

B
の
建
物
を
賃
借
し
た
C
は
民
法
九
四
条
二
項
所
定
の
第
三
者
に
は
あ
た
ら
な
い
と
し
た
、
最
判

昭
和
五
七
年
六
月
八
日
判
例
時
報
一

O
四
九
号
三
六
頁
の
評
釈
。
教
授
は
、
本
判
決
の
一
般
論
に
反
対
し
、

C
が
損
失
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
べ
き

い
わ
れ
は
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
法
律
関
係
の
存
続
も
や
む
を
え
な
い
と
さ
れ
る
]
か
ら
の
転
用
)
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

A
に
と
っ
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説

て
は

B
に
時
効
を
援
用
さ
れ
る
よ
り
も
有
利
な
状
態
で
あ
り
、

C
に
も
不
都
合
は
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
法
律
関
係
の
発
生
を
特
に
問
題
と
す

る
こ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
7
)
我
妻
・
前
掲
書
(
=
一
注
7
)
四
四
六
頁
、
幾
代
・
前
掲
書
(
四
注
7
)
五
三
九
頁
、
な
ど
。

(
8
)
星
野
・
本
文
前
掲
(
判
例
〔
凶
〕
の
評
釈
)
一
三
八
四
頁
は
、
保
証
人
や
物
上
保
証
人
が
「
保
護
に
値
す
る
と
し
て
も
、
な
に
も
(
主
た
る
)

債
務
そ
の
も
の
ま
で
消
滅
さ
せ
る
必
要
は
な
い
。
つ
ま
り
、
保
証
人
は
保
証
債
務
の
時
効
消
滅
を
援
用
す
れ
ば
よ
く
、
物
上
保
証
人
も
、
抵
当
権

の
消
滅
だ
け
を
援
用
で
き
る
と
解
す
れ
ば
足
り
る
」
と
い
う
。

(9)
前
田
達
明
『
口
述
債
権
総
論
』
(
成
文
堂
、
昭
和
六
二
年
)
三
三
四
頁
は
、
主
た
る
債
務
の
時
効
援
用
は
否
定
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

(
叩
)
我
妻
・
前
掲
書
(
三
注
7
)
四
四
七
頁
、
幾
代
・
前
掲
書
(
四
注
7
)
五
三
九
頁
、
な
ど
。

(
日
)
前
注

(
8
)
参
照

(
ロ
)
我
妻
・
前
掲
書
(
三
注
7
)
四
四
七
頁
(
同
「
抵
当
不
動
産
の
第
三
取
得
者
の
時
効
援
用
権
」
民
商
法
雑
誌
三
巻
一
号
(
昭
和
一
一
年
)
一
頁

[
同
『
民
法
研
究
H
総
則
』
(
有
斐
閣
、
昭
和
四
一
年
)
所
収
]
も
参
照
)
、
幾
代
・
前
掲
書
(
四
注
7
)
五
三
九
頁
、
な
ど
。

(
日
)
野
村
・
本
文
前
掲
(
判
例
〔
幻
〕
の
評
釈
)
一
二
五
五
頁
。
同
様
に
、
具
体
的
利
益
考
量
の
必
要
を
説
く
も
の
と
し
て
、
星
野
・
本
文
前
掲
(
判

例
〔
凶
〕
の
評
釈
)
一
四
三
三
頁
。
こ
れ
に
批
判
的
な
も
の
と
し
て
、
山
田
・
本
文
前
掲
(
判
例
〔
詑
〕
の
解
説
)
五

O
頁
、
拙
稿
・
本
文
前
掲

(
判
例
〔
幻
〕
の
評
釈
)
二
六
頁
参
照
。

(
M
)
我
妻
・
前
掲
書
(
=
一
注
7
)
四
四
七
頁
、
幾
代
・
前
掲
書
(
固
注
7
)
五
四

O
頁
、
な
ど
。

(
日
)
我
妻
・
前
掲
書
(
三
注
7
)
四
四
八
頁
、
幾
代
・
前
掲
音
一
回
(
四
注
7
)
五
四

O
頁
、
な
ど
。
否
定
説
と
し
て
、
中
島
弘
道
・
前
掲
論
文
(
三
注

3
)
三
二
七
頁
。

(
日
)
松
坂
佐
一
『
債
権
者
代
位
権
の
研
究
』
(
有
斐
閣
、
昭
和
二
五
年
)
八
五
頁
、
幾
代
・
前
掲
書
(
図
注
7
)
五
四
一
頁
、
な
ど
。

(
口
)
星
野
・
本
文
前
掲
(
判
例
〔
凹
〕
の
評
釈
)
二
二
八
三
頁
。
な
お
、
判
例
〔
凹
〕
の
松
田
裁
判
官
の
反
対
意
見
は
、
③
の
場
合
に
代
位
行
使
を

認
め
る
こ
と
の
不
当
性
を
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
一
般
的
に
代
位
行
使
を
否
定
す
る
。
内
池
・
本
文
前
掲
(
判
例
〔
叩
〕
の
評
釈
)
七
六
九
頁
も
、

代
位
権
を
行
使
す
る
者
の
債
権
が
自
然
債
務
で
あ
る
場
合
は
代
位
権
な
し
と
す
る
松
坂
・
前
掲
書
(
注
目
)
四
一
頁
を
引
用
し
て
③
に
つ
い
て
は

否
定
す
る
。

論
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..... 白.

J、

援
用
の
相
対
効
と
絶
対
効

前
述
し
て
き
た
私
見
部
分
は
、
「
直
接
の
当
事
者
」
が
援
用
し
た
場
合
は
時
効
に
よ
る
権
利
得
喪
の
効
果
は
「
第
三
者
」
に
も
及
ぶ
(
絶
対

効
)
、
す
な
わ
ち
、
「
直
接
の
当
事
者
L

に
生
じ
た
権
利
得
喪
の
効
果
は
「
第
三
者
L

の
法
律
関
係
に
組
み
込
ま
れ
る
が
、
「
第
三
者
」
が
援
用

し
た
場
合
は
時
効
の
効
果
は
「
直
接
の
当
事
者
」
に
は
生
じ
な
い
(
相
対
効
)
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
た
。
こ
の
前
提
は
、
援
用
の

法
的
性
質
を
ど
う
解
す
る
か
に
か
か
わ
っ
て
く
る
が
、
少
な
く
と
も
、
い
わ
ゆ
る
不
確
定
効
果
説
を
と
る
と
き
は
、
右
の
よ
う
に
解
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
学
説
は
こ
れ
ら
の
点
を
必
ず
し
も
明
ら
か
に
し
て
は
い
な
い
よ
う
な
の
で
こ
こ
に
簡
単
な
が
ら
述
べ
て
お
き

た
い
。

時効の援用権者

当
初
、
学
説
は
こ
の
絶
対
効
・
相
対
効
に
言
及
す
る
も
の
は
少
な
く
、
わ
ず
か
に
、
「
間
接
に
利
益
を
受
け
る
者
L

が
援
用
し
た
場
合
も
「
直

接
利
益
を
受
け
る
者
」
に
時
効
の
効
果
が
生
じ
る
こ
と
(
絶
対
効
)
を
前
提
に
し
て
、
「
間
接
に
利
益
を
受
け
る
者
L

の
援
用
を
認
め
る
と
「
直

接
利
益
を
受
け
る
者
」
に
時
効
の
利
益
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
と
の
理
由
か
ら
、
援
用
権
者
は
時
効
に
よ
り
「
直
接
利
益
を
受
け
る
者
」
に

限
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
援
用
権
者
の
一
般
的
基
準
は
と
も
か
く
、
「
第
三
者
」
に
も
援
用
権
を
認
め
る
立

場
の
側
か
ら
相
対
効
が
説
か
れ
始
め
、
今
日
、
時
効
の
効
果
は
援
用
し
た
者
と
の
関
係
で
の
み
生
ず
る
と
の
相
対
効
説
は
通
説
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ら
の
学
説
は
、
「
直
媛
の
当
事
者
」
と
「
第
三
者
」
を
区
別
す
る
と
と
な
く
一
般
的
に
述
べ
て
い
お
)
た
め
、
援
用
権
者
が
「
直
接
の
当
事

者
」
の
場
合
も
相
対
効
と
い
う
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
も
し
そ
の
場
合
も
相
対
効
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
問
題
が
あ
訂
「
そ
も

そ
も
、
当
事
者
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
法
律
状
態
は
特
別
の
理
由
が
な
い
限
り
全
て
の
利
害
関
係
人
の
法
律
関
係
の
基
礎
と
し
て
組
み
込
ま
れ

る
と
い
う
の
が
実
体
法
上
の
法
律
関
係
の
基
本
構
造
で
あ
る
か
ら
、
「
直
接
の
当
事
者
」
が
援
用
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
あ
え
て
相
対
効
と

解
す
べ
き
特
別
の
理
由
が
な
い
以
上
、
絶
対
効
と
解
す
べ
き
で
あ
る
「
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
裁
判
上
、
「
第
三
者
」
が
時
効
を
援
用
せ
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説

ず
に
他
の
実
体
法
上
の
抗
弁
を
出
し
て
争
い
、
あ
る
い
は
義
務
発
生
の
事
実
を
否
認
し
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
の
抗
弁
や
否
認
を
認
め
て
同

一
の
結
論
を
出
す
の
で
あ
れ
ば
格
別
、
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
、
「
直
接
の
当
事
者
」
が
時
効
を
援
用
し
た
と
の
事
実
が
認
定
さ
れ
る
以
上
、
時

効
に
基
づ
く
裁
判
を
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

論

ち
な
み
に
、
判
例
を
見
る
と
、
大
判
昭
和
一

O
年
一
二
月
二
四
日
民
集
一
四
巻
二

O
九
六
頁
(
取
得
時
効
に
つ
き
判
示
)
、
最
判
昭
和
三
九

年
一

O
月
二

O
日
民
集
一
八
巻
八
号
一
七
四

O
頁
(
取
得
時
効
の
事
案
)
は
、
「
直
接
の
当
事
者
」
が
援
用
し
た
場
合
に
つ
き
、
絶
対
効
(
を

前
提
)
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
掲
判
例
〔
担
〕
は
、
「
第
三
者
」
が
援
用
し
た
事
案
に
つ
き
、
相
対
効
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、

そ
の
理
由
を
援
用
は
訴
訟
行
為
で
あ
る
こ
と
に
求
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
妥
当
で
な
い
。
絶
対
効
だ
と
す
る
と
、
「
直
接

の
当
事
者
」
の
時
効
利
益
を
受
け
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
選
択
の
自
由
を
奪
う
こ
と
に
な
り
妥
当
で
は
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
そ
の
理
由
を

求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(1)
確
定
効
果
説
で
は
、
絶
対
効
・
相
対
効
は
問
題
に
な
ら
ず
、
あ
え
て
い
え
ば
、
絶
対
効
が
生
じ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
柏
木
・
前
掲
書

(=一注
5
)
三
四
三
頁
は
確
定
効
果
説
を
と
り
な
が
ら
、
三
六

O
l
一
頁
で
大
判
大
正
八
年
六
月
二
四
日
民
録
二
五
輯
一

O
九
五
頁
を
引
用
し
て

援
用
の
効
果
は
相
対
的
で
あ
る
と
い
う
。
そ
も
そ
も
右
判
例
を
い
わ
ゆ
る
援
用
の
相
対
効
と
い
う
考
え
を
と
っ
た
も
の
と
見
る
こ
と
に
も
疑
問
が

あ
る
。
相
対
効
の
意
味
が
本
文
の
そ
れ
と
は
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
絶
対
効
・
相
対
効
の
意
味
が
、
い
わ
ゆ
る
多
数
当
事

者
の
債
権
関
係
に
お
け
る
あ
る
一
人
に
つ
い
て
生
じ
た
事
由
の
効
力
と
し
て
い
わ
れ
る
絶
対
的
効
力
・
相
対
的
効
力
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

(2)
中
島
玉
吉
・
前
掲
書
(
三
注
3
)
八
二
七
頁
。

(3)
末
弘
・
前
掲
書
(
三
注
8
)

一
七
八
l
九
頁
、
我
妻
・
前
掲
書
(
三
注
7
)
四
四
五

l
六
頁
、
幾
代
・
前
掲
書
(
四
注
7
)
五
四
七
頁
、
な
ど
。

(
4
)
野
村
・
本
文
前
掲
(
判
例
〔
幻
〕
の
評
釈
)
一
二
五
五
頁
は
、
「
時
効
完
成
後
に
(
特
に
債
務
者
が
時
効
利
益
を
援
用
し
た
後
に
)
第
三
取
得
者

が
取
得
し
た
場
合
」
に
は
、
第
三
取
得
者
(
抵
当
不
動
産
の
)
に
援
用
権
を
認
め
て
も
そ
れ
ほ
ど
の
不
都
合
を
生
じ
な
い
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
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は
、
い
わ
ゆ
る
援
用
の
相
対
効
と
い
う
考
え
を
「
直
接
の
当
事
者
」
が
援
用
し
た
場
合
に
も
あ
て
は
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
5
)
こ
れ
に
対
し
、
「
第
三
者
」
に
も
援
用
権
を
認
め
る
以
上
、
そ
の
利
益
は
「
直
接
の
当
事
者
」
の
援
用
権
放
棄
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
援
用
権
の
放
棄
に
つ
い
て
は
、
「
第
三
者
」
だ
け
で
な
く
、
「
直
接
の
当
事
者
」
が
放
棄
し
た
場
合
も
、
そ
の
効
果
は
、
い

わ
ば
相
対
効
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

(
6
)
た
と
え
ば
、
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
訴
え
に
お
い
て
、
一
方
、
債
権
者
が
主
た
る
債
務
の
時
効
完
成
お
よ
び
主
た
る
債
務
者
の
時
効
援
用

を
自
白
し
、
他
方
、
保
証
人
が
主
た
る
債
務
の
時
効
は
援
用
す
る
こ
と
な
く
、
保
証
債
務
ま
た
は
主
た
る
債
務
の
不
発
生
の
み
を
主
張
し
て
争
っ

た
場
合
、
裁
判
所
は
、
た
と
え
保
証
債
務
お
よ
び
主
た
る
債
務
は
発
生
し
て
い
る
と
認
定
し
て
も
、
主
た
る
債
務
の
時
効
消
滅
を
理
由
に
債
権
者

を
敗
訴
さ
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

七

む

す

び

時効の援用権者

本
稿
で
述
べ
て
き
た
援
用
権
者
の
基
準
を
ま
と
め
る
と
、
①
援
用
権
者
は
時
効
の
援
用
に
よ
り
義
務
(
債
務
だ
け
で
な
く
、
土
地
の
返
還

義
務
や
担
保
責
任
を
も
含
む
広
い
意
味
で
の
義
務
)
を
免
れ
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
②
「
直
接
の
当
事
者
」
が
寸
第
三
者
」
の
た
め

に
援
用
す
べ
き
関
係
に
あ
る
場
合
に
は
「
第
三
者
」
に
も
援
用
権
が
認
め
ら
れ
る
、
③
「
直
接
の
当
事
者
」
が
「
第
三
者
L

の
た
め
に
援
用

す
べ
き
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
他
に
、
「
第
三
者
」
に
援
用
権
を
認
め
る
べ
き
特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
「
第

三
者
」
に
も
援
用
権
が
認
め
ら
れ
る
、
の
三
つ
で
あ
り
、
①
と
②
ま
た
は
①
と
③
が
満
た
さ
れ
る
と
き
は
、
「
直
接
の
当
事
者
L

だ
け
で
な
く

「
第
三
者
」
に
も
援
用
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
制
限
説
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
表
わ
す
一
般
論
と
し
て
は
、
前
掲
判
例

〔
剖
〕
の
よ
う
に
、
時
効
の
援
用
権
者
(
民
法
一
四
五
条
に
い
う
当
事
者
と
)
は
、
「
時
効
を
援
用
す
る
に
つ
き
法
律
上
正
当
の
利
益
を
有
す

る
者
」
で
あ
る
と
い
う
の
が
も
っ
と
も
適
当
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
右
の
「
直
接
の
当
事
者
」
・
「
第
三
者
」
と
い
う
表
現
は
、

判
例
の
用
語
と
の
混
同
を
避
け
る
と
い
う
叙
述
の
便
宜
上
の
理
由
で
用
い
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
本
稿
で
い
う
「
直
接
の
当
事
者
」
の
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説

意
味
で
「
直
接
利
益
を
受
け
る
者
」
と
い
い
、
「
第
三
者
」
の
意
味
で
「
間
接
に
利
益
を
受
け
る
者
」
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
考
え
を
従
来
の
学
説
と
の
関
連
で
い
う
と
、
右
の
①
は
理
由
づ
け
は
異
な
る
も
の
の
、
遠
藤
教
授
の
基
準
(
三

2ω
的
参
照
)
と

同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
全
体
と
し
て
は
、
類
型
ご
と
に
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
点
で
星
野
教
授
の
考
え
(
三

2ω
例

参
照
)
に
従
い
つ
つ
、
各
類
型
を
判
断
す
る
新
た
な
複
数
の
一
般
的
判
断
基
準
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
見
は
、
時
効
の
目
的
は

義
務
か
ら
の
解
放
に
あ
る
と
の
考
え
(
右
①
の
前
提
)
、
お
よ
び
、
「
直
接
の
当
事
者
」
が
援
用
す
れ
ば
そ
の
援
用
に
よ
る
時
効
の
効
果
は
寸
第

三
者
」
に
も
及
ぶ
(
絶
対
効
)
が
、
「
直
接
の
当
事
者
」
に
は
時
効
の
利
益
を
受
け
る
か
否
か
に
つ
き
選
択
の
自
由
が
あ
る
と
の
考
え
(
右
②

の
前
提
)
を
前
提
に
し
て
お
り
、
こ
の
前
提
の
理
解
が
異
な
る
た
め
に
私
見
と
異
な
る
基
準
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、

仮
に
右
の
基
準
を
一
応
は
妥
当
な
も
の
と
し
て
も
、
そ
れ
を
各
類
型
に
具
体
的
に
適
用
し
た
結
論
に
お
い
て
異
な
る
考
え
も
あ
り
え
よ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
の
学
説
は
、
結
果
的
に
は
単
一
な
い
し
複
数
の
一
般
的
基
準
が
得
ら
れ
る
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
一
般
的
基
準
は
な

い
と
す
る
に
せ
よ
、
各
類
型
の
個
別
的
検
討
を
ふ
ま
え
た
も
の
が
主
流
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
議
論
の
蓄
積
に
よ
っ
て

こ
そ
、
難
問
と
い
わ
れ
る
援
用
権
者
の
範
囲
の
問
題
に
つ
い
て
の
妥
当
な
判
例
・
通
説
が
形
成
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
そ

の
た
め
の
さ
さ
や
か
な
試
み
に
す
ぎ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
次
の
こ
と
だ
け
は
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
判
例
理
論

は
制
限
説
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
も
、
最
高
裁
は
否
定
判
決
を
だ
し
て
い
る
が
(
前
掲
判
例
〔
却
〕
)
、
制
限
説
を
と
り
な
が
ら

「
第
三
者
」
に
も
援
用
権
を
認
め
る
以
上
は
、
「
直
接
利
益
を
受
け
る
者
」
と
い
う
基
準
は
不
適
当
で
あ
る
。
ま
ず
、
「
当
事
者
」
に
は
「
間

接
に
利
益
を
受
け
る
者
」
も
含
ま
れ
う
る
と
す
る
と
こ
ろ
を
新
た
な
出
発
点
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
、
な
ぜ
援
用

権
者
を
「
直
接
利
益
を
受
け
る
者
」
に
限
定
し
て
は
い
け
な
い
の
か
と
い
う
、
本
問
題
の
核
心
に
迫
る
終
着
点
で
も
あ
る
。

論
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The Party Who Can Claim the Benefit of Prescription 

Mi}叫lIko MA  TSUHlSA • 

Article 145 of the ]apanese Civil Code provides that unless the party 

concerned claims the benefit of prescription， the court cannot base its decision 

thereon. The Supreme Court says that the party who can claim the benefit of 

prescription (hereinafter referred to as “the party" ) is the person who can benefit 

direct1y by the claim. On the other hand， the Supreme Court admits the claim by 

the person who can benefit indirectly by it on the rule. Therefore the rule of the 

Supreme Court is considered to be unuseful and there is great need of another rules 

of defining “the party'¥ 

In this paper， 1 proposed another new rules. The first rule is that“the 

party" is the person who may be released from his obligation by the claim. For 

example， the second rank hypothecary obligee cannot claim the benefit of prescrip-

tion concerning to the debt to the first rank hypothecary obligee. The second rule 

is that the meaning of“the party" consists of not only the party but also the third 

person for whom the party should claim the benefit of prescription. For example， 

the third obligor (obligor's obligor) in the system of subrogation by obligee cannot 

claim the benefit of prescription concerning to the obligor's debt to obligee. 

寧AssociateProfessor of Law， Kanazawa University 
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